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【過去問 1】 

次の実験について問いに答えなさい。 

（北海道 2007 年度） 

食塩や食塩水を用いて，次の３つの実験を行った。 

実験１ 図１のように，少量の食塩を入れたるつぼ(高温にたえられる容器)を，火力の強いガスバーナーで

加熱したところ，食塩に変化が見られた。 

実験２ 図２のように，鉄粉に食塩水を少量加え，ガラス棒でかき混ぜたところ，温度に変化が見られた。 

実験３ 図３のように，２つのビーカーＡ，Ｂを用意し，それぞれに 60℃の水 100ｇを入れ，Ａには食塩を

30ｇ，Ｂには固体の物質Ｘを 30ｇ加え，それぞれすべてとかして水溶液をつくった。次に，Ａ，Ｂの

水溶液の温度をゆっくり下げ，とけていた物質がとけきれなくなって固体として出てくるようすを観

察したところ，Ｂの水溶液では，おおよそ 45℃から，とけていた物質Ｘが少しずつ固体として出てき

たが，Ａの水溶液では，10℃まで下げても変化が見られなかった。 

   

 

問１ 次の文の｛  ｝⑴，⑵に当てはまるものを，ア，イからそれぞれ選びなさい。 

実験１で，加熱された食塩は⑴{ア とけて液体になった  イ 炎を出して燃えた}。 

このような変化を⑵{ア 化学変化  イ 状態変化}という。 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

2 

問２ 実験２の反応と温度変化の説明として，最も適当なものを，ア～エから選びなさい。 

ア 鉄と食塩が化合するときに熱(熱エネルギー)が発生し，温度が上がった。 

イ 鉄と水が化合するときに熱(熱エネルギー)が吸収され，温度が下がった。 

ウ 鉄と酸素が化合するときに熱(熱エネルギー)が発生し，温度が上がった。 

エ 鉄と二酸化炭素が化合するときに熱(熱エネルギー)が吸収され，温度が下がった。 

問３ 実験３について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 下図は，４種類の物質について，水の温度と 100ｇの水にとける物質の質量との関係をグラフに表した

ものである。この実験で用いた食塩と物質Ｘのグラフはどれか，ア～エからそれぞれ選びなさい。 

 

⑵ 次の文の    に当てはまる語句を書きなさい。 

固体の物質を水にとかし，再び結晶として固体の物質を取り出すことを再結晶という。再結晶には，実験

３でＢの水溶液から物質Ｘを取り出したときのように，水溶液の温度を下げる方法がある。また，再結晶に

は，水溶液から    を蒸発させる方法もあり，この方法を用いるとＡの水溶液から食塩を取り出すこと

ができる。 

 

問１ ⑴  ⑵  

問２  

問３ 
⑴ 

食塩  

物質Ｘ  

⑵  



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

3 

 

問１ ⑴ ア ⑵ イ 

問２ ウ 

問３ 
⑴ 

食塩 ウ 

物質Ｘ イ 

⑵ 水 

 

問１ 食塩を加熱しただけでは化学変化は起こらず，状態変化が起こるだけである。 

問２ 実験２では，｢鉄＋酸素→酸化鉄」の酸化反応が起こり，熱が発生する。食塩水は酸化反応を起こりやす

くするだけで，化学変化にはかかわらない。 

問３ ⑴ 食塩は，温度を下げても変化が見られないので，図で，温度による変化が見られないウ。物質Ｘは，

45℃から固体が出てくるので，45℃で水にとける質量が 30gになるイ。 

⑵ 水溶液から水を蒸発させると，とけていた固体の物質を必ずとり出すことができる。 
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【過去問 2】 

次の実験について問いに答えなさい。 

（北海道 2007 年度） 

実験 銅の粉末 0.4ｇを 32.0ｇのステンレス皿に取り，図１のように①ガスバーナーの強い炎で加熱し

たところ，②銅の粉末は完全に酸化されて黒色の酸化銅になった。次に，ステンレス皿が冷えてか

ら，図２のように酸化銅とステンレス皿全体の質量を測定したところ，32.5ｇであった。さら

に，銅の粉末 0.8ｇ，1.2ｇ，1.6ｇについても，それぞれ同じように実験を行い，表の結果を得

た。 

 ただし，ステンレス皿はすべて同じ質量のものを使用しており，ステンレス皿の質量は加熱して

も変化しないものとする。 

    

 表      

 
銅の質量〔ｇ〕 0.4 0.8 1.2 1.6 

 

 酸化銅とステンレス皿

全体の質量〔ｇ〕 
32.5 33.0 33.5 34.0 

 

       

問１ 下線部①の炎を得るには，空気調節ねじを少しずつ開き，空気が適正な量にな

るように調節し，青色の炎にする必要がある。このとき操作する空気調節ねじを

示しているものを，右図のＡ，Ｂから選びなさい。また，空気調節ねじを開く方

向を示しているものを，右図のａ，ｂから選びなさい。 

 

問２ 次の文の ⑴ ～ ⑶ に当てはまる化学式を書きなさい。 

下線部②のときの化学反応式は，次のように表すことができる。 

 ２Ｃｕ ＋ Ｏ２ → ２ＣｕＯ 

この化学反応式において，分子が単位となってできている物質(分子が集まってできている物質)の化学

式は ⑴ であり，分子をつくらない物質(分子というまとまりをもたない物質)の化学式は ⑵ と 

 ⑶ である。 
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問３ この実験の結果から，銅の質量と，銅と化合した酸素の質量との関係をグラフにかきなさい。その際，

横軸，縦軸には，目盛りの間隔(１目盛りの大きさ)がわかるように目盛りの数値を書き入れ，実験の結果

から求められる４つの値を，それぞれ ● 印ではっきりと記入すること。 

 

問１ 
空気調節ねじ  

ねじを開く方向  

問２ 

⑴  

⑵  

⑶  

問３ 
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問１ 
空気調節ねじ Ａ 

ねじを開く方向 ｂ 

問２ 

⑴ Ｏ２ 

⑵ Ｃｕ 

⑶ ＣｕＯ 

 

 

問３ 

 

 

 

 

問１ 空気調節ねじは上にあるＡで，ねじを開く方向は，ふたなどを開ける方向と同じである。 

問２ Ｏ２は酸素原子２個が結びついた分子。ＣｕとＣｕＯは原子が多数集まって物質ができている。 

問３ 銅と化合した酸素の質量は「全体の質量－皿の質量 32.0ｇ－銅の質量」で求められる。銅が 0.4ｇのと

き，化合した酸素は 32.5－32.0－0.4＝0.1[ｇ]。同様に，0.8ｇで 0.2ｇ，1.2ｇで 0.3ｇ，1.6ｇで 0.4ｇ。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2007 年度） 

問２ 水素分子 30個と酸素分子 10個を反応させて水分子ができるときに，片方の分子の一部が反応せずに残

る。このとき残る分子をすべて反応させて水分子をつくるには，水素分子と酸素分子のどちらが最低何個

必要か，求めなさい。 

問３ ビーカーに水を入れ，ミョウバンを溶かして飽和水溶液をつくった。この水溶液について，正しく述べ

たものはどれか。次の１～４の中からすべて選び，その番号を書きなさい。 

１ この水溶液は無色透明である。 

２ この水溶液は底の方ほど濃い。 

３ この水溶液の温度を下げると結晶が出てくる。 

４ この水溶液では化学変化が起こっている。 

 

問２ 分子 個数 

問３  

 

問２ 分子 酸素 個数 ５ 

問３ １，３ 

 

問２ 化学反応式は「２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ」で，水素分子 20 個と酸素分子 10 個とが反応し，水素分子 10

個が残る。水素分子 10個と酸素分子 5個が反応する。 

問３ 完全に溶けた状態では，水溶液の濃さはどこも同じである。 
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【過去問 4】 

表のＡ～Ｄは，鉄，銅，マグネシウム，炭素のいずれかの粉末である。それぞれについて，図１のようにう

すい塩酸との反応を調べた。また，それぞれを図２のような装置で反応が完全に終わるまで加熱し，加熱後のよ

うすを調べた。表は，その結果をまとめたものである。 

   

粉末 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

うすい塩酸との反応 気体が発生した 気体が発生した 反応しなかった 反応しなかった 

加熱後のようす 
黒い物質が 

残った 

白い物質が 

残った 

黒い物質が 

残った 

何も残らな 

かった 

 次の問１～問３に答えなさい。 

（青森県 2007 年度） 

問１ Ａがうすい塩酸と反応して発生した気体の性質として適切なものはどれか。次の１～４の中から一つ選

び，その番号を書きなさい。 

１ 水に溶けやすく，空気より軽い。 ２ 水に溶けやすく，空気より重い。 

３ 水に溶けにくく，空気より軽い。 ４ 水に溶けにくく，空気より重い。 

問２ Ｂは加熱中に激しく光と熱を出して反応した。生じた光や熱は，もともとその物質がもっていたエネル

ギーが変化したものである。このエネルギーを何というか，書きなさい。 

問３ 6.4ｇのＣを加熱すると完全に反応し，加熱後にできた物質は 8.0ｇになった。Ｃの加熱後にできた物質

4.0ｇに，0.3ｇのＤをよく混ぜて試験管で加熱したところ，この二つの物質は完全に反応し，気体が発生

して，赤茶色の物質が残った。次のア～ウに答えなさい。 

ア Ｃの加熱後にできた物質は，加熱前よりも質量がふえている。その理由を書きなさい。 

イ 下線部の反応を表す化学反応式を書きなさい。 

ウ 発生した気体の質量は何ｇか，求めなさい。 

 

 

問１   エネルギー 

問２  
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問３ 

ア  

イ  

ウ   ｇ 

 

問１ ３ 

問２ 化学エネルギー 

問３ 

ア 空気中の酸素が結びついたため。 

イ ２ＣｕＯ＋Ｃ→２Ｃｕ＋ＣＯ２ 

ウ 1.1ｇ 

 

問１ 表より，Ａは鉄，Ｂはマグネシウム，Ｃは銅，Ｄは炭素である。発生する気体は水素。 

問２ 物質がもっているエネルギーを化学エネルギーという。 

問３ ア 銅を加熱すると，空気中の酸素と化合し，その酸素の分だけ質量がふえる。 

 イ 銅Ｃｕを加熱すると酸化銅ＣｕＯができる。酸化銅と炭素Ｃを反応させると，二酸化炭素ＣＯ２が発生し，

赤茶色の銅が残る。 

 ウ 6.4ｇの銅が酸化されて 8.0ｇの酸化銅ができるので，化合した酸素は 1.6ｇとなる。酸化銅 4.0ｇ(酸素

は 0.8ｇ含まれている)と炭素 0.3ｇが反応し，二酸化炭素は，0.8＋0.3＝1.1[ｇ]発生する。 
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【過去問 5】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2007 年度） 

問４ 信子さんは，理科の授業で習った化学変化を実験で確かめてみました。次のア～エのうち，単体が生じ

る実験はどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 炭酸水素ナトリウムを熱する。 

イ 鉄と
い

硫
おう

黄を混ぜたものを熱する。 

ウ 水素と酸素の混合気体に点火する。 

エ 二酸化マンガンにオキシドールを加える。 

 

問４  

 

問４ エ 

 

問４ エでは，単体の酸素Ｏ２が生じる。 
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【過去問 6】 

マグネシウムを用いて，水溶液の性質や酸化について調べるため，次のような実験を行いました。これにつ

いて，あとの問１～問４の問いに答えなさい。 

（岩手県 2007 年度） 

実験１ 

 試験管に塩酸を入れ，ＢＴＢ溶液を加えると水溶液の色は

黄色になった。これに図Ⅰのように，マグネシウムリボンを

入れると，気体が発生した。 

 次に，この試験管に水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加

えていくと，水溶液の色が緑色になった。 

 この試験管に水酸化ナトリウム水溶液をさらに加えていく

と，水溶液の色は青くなった。このとき，マグネシウムリボ

ンは，なくならずに残っていた。 

 

実験２ 

 図Ⅱのように，マグネシウムの粉末をステンレス皿に広げ

てときどきかき混ぜながら熱した後，よく冷やしてから質量

をはかった。 

 の操作を，質量の変化がなくなるまでくり返し， でス

テンレス皿にのせたマグネシウムを完全に酸化マグネシウム

に変化させた。 

 ， の実験を，0.6ｇ，1.5ｇ，1.8ｇのマグネシウムの

粉末を用いて実験した。この結果をグラフに表したところ，

図Ⅲのようになった。 
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問１ 次のア～エのうち， で発生した気体の性質として最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号

を書きなさい。 

ア この気体は，石灰水を白くにごらせる。 

イ この気体は，火のついた線香を激しく燃え上がらせる。 

ウ この気体は，激しく鼻をさすような特有のにおいをもつ。 

エ この気体は，酸素と混ぜて火をつけると激しく爆発する。 

問２ で，試験管の中のようすと，水溶液の性質はどのようになりますか。次のア～エのうちから一つ選

び，その記号を書きなさい。 

ア 気体の発生が見られ，赤色のリトマス紙を青色に変える。 

イ 気体の発生が見られ，青色のリトマス紙を赤色に変える。 

ウ 気体の発生は見られず，赤色のリトマス紙を青色に変える。 

エ 気体の発生は見られず，青色のリトマス紙を赤色に変える。 

問３ でできる酸化マグネシウムは，化学式ＭｇＯで表わすことができます。酸化マグネシウムができると

き，マグネシウムの原子の数と，これと化合する酸素の分子の数の比を，最も簡単な整数の比で書きなさ

い。 

問４ 図Ⅲをもとに，「マグネシウムの質量」と，「マグネシウムに化合した酸素の質量」との関係を表すグラ

フを下の図にかき入れなさい。ただし，マグネシウムの質量は０～2.0ｇの範囲とします。 
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問１  

問２  

問３ マグネシウムの原子の数：酸素の分子の数 ＝   

問４ 

 

 

問１ エ 

問２ ウ 

問３ マグネシウムの原子の数：酸素の分子の数 ＝ ２ ： １ 

問４ 

 

 

問１ 実験１の で発生した気体は水素で，酸素と爆発的に反応して水をつくる。 

問２ 水溶液はアルカリ性(ＢＴＢ溶液が青色)になっており，金属を入れても気体は発生しない。 

問３ 化学反応式は，２Ｍｇ＋Ｏ２→２ＭｇＯなので，マグネシウム原子と酸素分子は２：１の比で反応する。 

問４ 図Ⅲより，マグネシウム 1.5gから酸化マグネシウム 2.5ｇができ，酸素 1.0ｇと化合している。 
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【過去問 7】 

次の会話は，翔太さんが岩石と物質資源について学んだときのものです。これについて，下の問いに答えな

さい。 

（岩手県 2007 年度） 

先生： 右の図は，学校の近くにあった
がけ

崖の
ろ

露
とう

頭の写真です。この写真か

らどんなことがわかりますか。 

翔太： 崖の下の方に，岩石がぼろぼろになってくだけたものがたくさ

ん見えます。 

先生： そうですね。これらは，①岩石が急激な気温の変化や水などのは

たらきによってしだいにもろくなってできたものです。その後これ

らは川の水で流され，さらに小さくくだかれ
たい

堆
せき

積して，長い時間を

かけて地層をつくります。下の地層は上の地層から強く押されて押

し固められ，岩石になるのです。 

 

翔太： そうやってできるのが②堆積岩なんですね。 

先生：そのとおりです。それから，この崖のまわりで磁石にくっつく黒っぽい粒を見つけました。これは何

だと思いますか。 

翔太： 砂鉄ではないでしょうか。 

先生： そうです。これは砂鉄です。砂鉄は鉄の酸化物つまり酸化鉄です。日本では，古くから砂鉄と木

炭を使うたたら製鉄で鉄を得ていました。だから，砂鉄は重要な金属資源だったのです。 

翔太： 今は，主に鉄鉱石に含まれる酸化鉄から鉄を作るんですよね。 

先生： はい。現在の製鉄では，③鉄鉱石とコークスを混ぜ合わせて熱し，鉄を得ています。 

翔太： 鉄はさびてしまいますが，それは酸化鉄に戻るということでしょうか。 

先生： そうです。多くの金属は自然のなかで酸化物として存在していて，単体の金属をとり出しても放

っておくとさびてしまいます。だから，④金属をさびから守って長く利用する工夫をした金属製品が

多く作られているのです。このように工夫することは，空き缶などのリサイクルとともに，金属資源

の有効な利用方法なのです。 

問３ 下線部③で起こる化学変化をまとめると，次のように表すことができます。〔 ａ 〕に入る物質名

と， ｂ に入る化学変化を，それぞれことばで書きなさい。 

 

問４ 下線部④の金属製品にはどのような工夫がされていますか。具体的に二つ書きなさい。 
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問３ 
ａ  

ｂ  

問４ 

 

 

 

問３ 
ａ 二酸化炭素 

ｂ 還元 

問４ 

例 

・空気とふれないように，金属の表面が塗装されている。 

・酸素とふれないように，金属の表面に酸化皮膜がつくられている。 

・ステンレスのような，さびにくい合金が使われている。 

 

問３ 「酸化鉄＋炭素→鉄＋二酸化炭素」の還元反応で，鉄鉱石から単体の鉄を取り出すときの反応。 

問４ さびを防ぐために，鉄などでは金属の表面を塗装する。アルミニウムなどでは金属の表面に酸化皮膜がつ

くられやすく，この膜が内部にさびが進行するのを防ぐ。 
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【過去問 8】 

次の問１，問２の問いに答えなさい。 

（宮城県 2007 年度） 

問１ 黒い粉末である３種類の金属の酸化物から，金属を単体としてとり出す代表的な方法をまとめた次の１

～３について，あとの⑴～⑷の問いに答えなさい。 

１ 酸化銀の粉末をじゅうぶんに加熱する。 

２ 酸化銅の粉末と炭素の粉末をよく混ぜ合わせてじゅうぶんに加熱する。 

３ 酸化鉄の粉末と炭素の粉末をよく混ぜ合わせて空気を送り，２より高い温度でじゅうぶんに加熱す

る。 

⑴ １では，銀と酸素が得られ，酸化銀 5.8ｇを用いたとき得られる酸素は 0.4ｇです。酸化銀 14.5ｇから

は，何ｇの銀が得られるか，求めなさい。ただし，酸化銀はすべて反応するものとします。 

⑵ ２，３では炭素の粉末を用いています。このとき，炭素の粉末はどのようなはたらきをしているか，述

べなさい。 

⑶ ２で，炭素の粉末を混ぜるかわりに，水素を送りながら加熱しても酸化銅から銅を単体としてとり出す

ことができます。水素を送りながら加熱したときの化学変化を，化学反応式で表しなさい。 

⑷ 次の文は，「人類の歴史と鉄の利用」について考察したものです。文の内容が正しくなるように，①の

ア，イ，②のウ～カからそれぞれ１つ選び，記号で答えなさい。 

人類が古くから利用してきた銀，銅，鉄のうち，鉄は利用を広げるまでには，長い歴史がかかった。そ

の理由の一つとして，銀，銅，鉄のそれぞれの酸化物のうち，酸素との結合は，鉄が最も①（ア 強い イ 

弱い）ことがあげられる。これは，鉄を単体としてとり出すとき，②（ウ 酸化しやすい エ 酸化しに

くい オ 還元しやすい カ 還元しにくい）ことを表し，そのため，鉄は利用がおくれたと考えられる。 

問２ ４種類の白い粉末の物質を区別するために次の実験Ⅰ～実験Ⅲを行い，結果を表１にまとめました。物質

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは，硫酸バリウム，硝酸力リウム，石灰石，デンプンのいずれかです。あとの⑴～⑸の問

いに答えなさい。 

〔実験Ⅰ〕 アルミニウムはくの容器に物質Ａを薬品さじ１杯分入れ，弱い火で熱し，変化のようすを観

察した。物質Ｂ，Ｃ，Ｄについても，それぞれ同様の操作を行い観察した。 

〔実験Ⅱ〕 水を入れた試験管に，物質Ａを薬品さじ１杯分入れ，よくふ

って変化のようすを観察した。物質Ｂ，Ｃ，Ｄについても，それぞ

れ同様の操作を行い観察した。図１は，物質Ｂを入れた試験管のよ

うすで，無色透明の水溶液Ｐと物質Ｂのとけ残りが観察された。 
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〔実験Ⅲ〕うすい塩酸を入れた試験管に，物質Ａを薬品さじ１杯分入れ，よくふって変化のようすを観察

した。物質Ｂ，Ｃ，Ｄについても，それぞれ同様の操作を行い観察した。 

表１      

 調べた物質 実験Ⅰ 実験Ⅱ 実験Ⅲ  

 Ａ こげて黒くなった 白くにごった 白くにごった  

 Ｂ 変化しなかった とけたが，とけ残りがあった とけたが，とけ残りがあった  

 Ｃ 変化しなかった 白くにごった 気体が発生し，とけた  

 Ｄ 変化しなかった 白くにごった 白くにごった  

      

⑴ 実験Ⅰから，物質Ａにふくまれていることがわかる原子の種類は何か，書きなさい。 

⑵ 図１で，物質Ｂはこれ以上とけなくなりました。このとき，水溶液Ｐの
のう

濃
ど

度をこくする方法とし

て，最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 加熱する。 イ 
れい

冷
きゃく

却する。 ウ 水を加える。 エ 物質Ｂをさらに加える。 

⑶ 実験Ⅲで，物質Ｃを入れたときに発生した気体の性質を，最も適切に述べているものを，次のア～エか

ら１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 水にとけて，フェノールフタレイン溶液を赤色に変える。 

イ 水にとけて，ぬらした青リトマス紙を赤く変える。 

ウ 水にとけにくく，ものを燃やすはたらきがある。 

エ 水にとけにくく，密度は空気より小さい。 

⑷ 実験Ⅰ～実験Ⅲをもとに，物質Ｄの物質名を書きなさい。 

⑸ 物質Ａと物質Ｂの粉末が混ざり合ってしまいました。どのようにすれば，この混ざり合った粉末から物

質Ｂをとり出せるか，簡潔に説明しなさい。 

 

問１ 

⑴   ｇ 

⑵  

⑶  

⑷ 
①  

②  

問２ 

⑴  

⑵  

⑶  

⑷  

⑸  
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問１ 

⑴ 13.5ｇ 

⑵ 
例 

金属の酸化物から酸素をうばうはたらき。 

⑶ ＣｕＯ ＋ Ｈ２ → Ｃｕ ＋ Ｈ２Ｏ 

⑷ 
① ア 

② カ 

問２ 

⑴ 炭素 

⑵ ア 

⑶ イ 

⑷ 硫酸バリウム 

⑸ 

例 

混ざり合った粉末を水にとかしてろ過し，出てきた液を加熱し

て水を蒸発させる。 

 

問１ ⑴ ｢酸化銀→銀＋酸素」と反応するので，酸化銀 5.8ｇから得られる銀は，5.8－0.4＝5.4[ｇ]。酸化銀

14.5ｇのとき得られる銀は，14.5[ｇ]×5.4[ｇ]÷5.8[ｇ]＝13.5[ｇ]。 

⑵ 炭素は酸化物に含まれている酸素と化合して二酸化炭素をつくる。 

⑶ 酸化銅ＣｕＯに水素Ｈ２を反応させると，銅Ｃｕと水Ｈ２Ｏができる。 

⑷ 酸化物から鉄をとり出すとき，銅や銀の場合に比べて高い温度が必要で，酸素との結合が強い。 

問２ ⑴ 物質Ａは加熱すると黒くなった(炭ができる)ので，炭素が含まれている。 

⑵ 加熱すると多くの量がとけるようになり，濃度はこくなる。 

⑶ うすい塩酸と石灰石を反応させると二酸化炭素(水にとけると酸性を示す)が発生する。 

⑷ 実験Ⅰ～Ⅲより，物質Ａはデンプン，Ｂは硝酸カリウム，Ｃは石灰石とわかる。 

⑸ デンプンは水にとけないのでろ過するとろ紙上に残り，ろ液には硝酸カリウムだけがとけている。 
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【過去問 9】 

次の問いに答えなさい。 

（秋田県 2007 年度） 

問３ 表２のＷ，Ｘ，Ｙ，Ｚは，水，窒素，マグネシウム，酸化銅のいずれかである。 

表２ 

分子をつくるかどうか 

物質をつくる原子の種類 
分子をつくる 分子をつくらない 

１ 種 類 だ け Ｗ Ｘ 

２ 種 類 以 上 Ｙ Ｚ 

① Ｗ，Ｘのように，１種類の原子だけからできている物質を何というか，書きなさい。 

② 表２のＹは何か，化学式で書きなさい。 

 

問３ 
①  

②  

 

問３ 
① 単体 

② Ｈ２Ｏ 

 

問３ ② 分子をつくる化合物(２種類以上の原子からできている物質)は水Ｈ２Ｏである。 
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【過去問 10】 

炭酸水素ナトリウムを加熱すると発生する気体の性質について調べるため，図のような装置を組み，次の①

～④の手順で実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2007 年度） 

【実験】 

① 試験管に炭酸水素ナトリウムを入れ，それ

を加熱した。 

② 気体が発生しなくなったところで，ゴム管

を，三角フラスコにつながっているガラス管

からはずし，加熱をやめた。 

③ ②のあとすぐに，試験管ＸとＹをプラスチ

ックの管から静かに引き抜き，試験管ＸとＹ

のそれぞれに，石灰水を少量入れてすばやく

栓をした。 

④ 試験管ＸとＹをそれぞれよく振って，石灰

水の変化を調べた。 
 

問１ ②で，下線部のような操作を行ったのは，どのようなことが起こるのを防ぐためか，書きなさい。 

問２ ④のとき，試験管Ｘ内の石灰水は変化しなかったが，試験管Ｙ内の石灰水は白くにごった。試験管Ｘ内

の石灰水は変化しないで試験管Ｙ内の石灰水だけが白くにごったのは，発生した気体がどのような性質を

もっているためか，その性質を書きなさい。 

問３ 加熱後の試験管内には白い固体が残った。 

⑴ この白い固体は，炭酸水素ナトリウムが変化した物質である。この物質の名称を書きなさい。 

⑵ この白い固体と炭酸水素ナトリウムが異なる物質であることを確かめるため，それぞれを少量とって

別々の試験管に入れ，同量の水に溶かし，フェノールフタレイン溶液を数滴ずつ加えて，その結果を観察

した。結果に，どのような違いが見られるか，具体的に書きなさい。 

問４ 石灰水を白くにごらせた気体の，分子１個を構成する原子の種類は何種類か。また，この分子１個を構

成する原子の個数は何個か。それぞれ書きなさい。 
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問１ 
 

 

問２  

問３ 

⑴  

⑵ 

 

 

 

問４ 
原子の種類  種類 

原子の個数  個 

 

問１ 例 水が試験管に逆流してくるのを防ぐため。 

問２ 例 密度が空気より大きいという性質。 

問３ 

⑴ 炭酸ナトリウム 

⑵ 
例 白い固体の水溶液はこい赤色になり，炭酸水素ナトリウム水溶液は

うすい赤色になる。 

問４ 
原子の種類 ２  種類 

原子の個数 ３  個 

 

 問１ 先に加熱をやめると試験管内の水蒸気が水に変わり，圧力が下がって水が試験管に逆流する。 

問２ 試験管Ｘには密度が空気より小さい気体が集まる。発生した二酸化炭素の密度は空気より大きい。 

問３ ⑵ 炭酸ナトリウムは，炭酸水素ナトリウムよりアルカリ性が強い。 

問４ 石灰水を白くにごらせた気体は二酸化炭素ＣＯ２で，原子は２種類，原子の個数は３個。 
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【過去問 11】 

金属の酸化について調べるために，銅の粉末とマグネシウムの粉末を用い，次の①～③の手順で実験を行っ

た。表１，２は，その結果をまとめたものである。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2007 年度） 

【実験】 

① 銅の粉末 0.60ｇを加熱して完全に酸化

させ，得られた酸化銅の質量をはかった。 

② 銅の粉末の質量を 1.20ｇ，1.80ｇにし

て，①と同様のことをそれぞれ行った。 

表１ 

銅の粉末の質量(ｇ) 0.60 1.20 1.80 

得られた酸化銅の質量(ｇ) 0.75 1.50 2.25 

表２ 
   

マグネシウムの粉末の質量(ｇ) 0.60 1.20 1.80 

得られた酸化マグネシウムの質量(ｇ) 1.00 2.00 3.00 

③ 銅の粉末のかわりにマグネシウムの粉末を用いて，①，②と同様のことを行った。 

問１ マグネシウムを加熱すると，激しく熱や光を出しながら酸素と化合する。このように，熱や光を出しな

がら激しく進む酸化を何というか，書きなさい。 

問２ 銅が酸化されて黒色の酸化銅ができる反応を，化学反応式で表しなさい。 

問３ 同じ質量の銅とマグネシウムを完全に酸化させたとき，銅に結びつく酸素の質量とマグネシウムに結び

つく酸素の質量の比は一定であることがわかった。その比を最も簡単な整数比で書きなさい。 

問４ 銅の粉末 2.20ｇを完全に酸化させたとき，得られる酸化銅の質量は何ｇになるか，求めなさい。 

問５ 次は，銅が酸化されて酸化銅ができる化学変化を用いて，質量保存の法則が成り立つことを確かめる方

法について述べたものである。   にあてはまる言葉を書きなさい。 

丸底フラスコに銅と酸素を入れ，         ことを確かめる。 

 

問１  

問２  

問３ 
銅に結びつく酸素の質量：マグネシウムに結びつく酸素の質量 

＝      ： 

問４   ｇ 

問５ 

 

 

 

 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

23 

問１ 燃焼 

問２ ２Ｃｕ ＋ Ｏ２ → ２ＣｕＯ 

問３ 
銅に結びつく酸素の質量：マグネシウムに結びつく酸素の質量 

＝  ３ ： ８ 

問４ 2.75 ｇ 

問５ 
例 

 密閉して加熱し，容器全体の質量が加熱の前後で変わらない 

 

問２ 銅Ｃｕが酸化されて(酸素Ｏ２と化合)，酸化銅ＣｕＯができる。 

問３ 表１より，銅 1.20ｇは酸素 1.50－1.20＝0.30[ｇ]と化合する。銅：酸素＝1.20[ｇ]：0.30[ｇ]＝4：1＝

8：2。同様に，マグネシウム：酸素＝3：2。酸素の比の値が同じなので，銅：マグネシウム＝8：3。 

問４ 銅 2.20ｇは酸素 0.55gと化合し(銅：酸素＝4：1)，酸化銅 2.20＋0.55＝2.75[ｇ]ができる。 

問５ 質量保存の法則を確かめるには，密閉した容器で反応させる必要がある。 
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【過去問 12】 

濃度の異なる過酸化水素水ＡとＢを用いて，発生する酸素の体積を調べる実験を行った。次の問１～問３の

問いに答えなさい。 

（福島県 2007 年度） 

実験 

① ペットボトルに二酸化マンガンを 0.1ｇはかりとった。 

② 試験管に過酸化水素水Ａを 2.0cm3はかりとり，図１のように①のペットボトルの中に入れ，ガラス

管付きゴムせんでふたをした。 

③ ペットボトルを傾けて，試験管の中の過酸化水素水Ａと二酸化マンガンを混ぜて完全に反応させ，

発生する酸素の体積を図２のような方法で調べた。 

④ 過酸化水素水Ａの体積を 4.0cm3，6.0cm3，8.0cm3，10.0cm3にかえて同様に実験を行った。また，過

酸化水素水Ｂ5.0cm3を用いて同様に実験を行った。 

 

 

結果 過酸化水素水Ａの体積[cm3] 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0  過酸化水素水Ｂの体積[cm3] 5.0  

 発生した酸素の体積[cm3] 24.0 48.0 72.0 96.0 120.0  発生した酸素の体積[cm3] 35.0  

           

問１ 図２のように，水を用いて気体を集める方法を何というか。書きなさい。 

問２ 過酸化水素水Ａの体積と発生した酸素の体積の関係を表すグラフをかきなさい。ただし，横軸と縦軸が

表す量を示し，めもりをふること。 

問３ ある体積の過酸化水素水Ｂを用いて上の実験を行ったところ，過酸化水素水Ａ9.0cm3を用いる場合と同

じ体積の酸素が発生した。用いた過酸化水素水Ｂの体積は何 cm3か。小数第２位を四捨五入し，小数第１

位まで求めなさい。 

 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

25 

問１  

問２ 

 
問３   cm3 

 

問１ 水上置換 

問２ 

 

問３ 15.4 cm3 

 

問２ 発生した酸素の体積は，過酸化水素の体積に比例する。 

問３ 過酸化水素水Ａ9.0cm3のとき酸素が 108.0cm3発生する。酸素が 108.0cm3発生するときの過酸化水素水Ｂの

体積ｘ[cm3]は，5.0[cm3]：35.0[cm3]＝ｘ[cm3]：108.0[cm3]より，ｘ＝15.42…＝約 15.4[cm3]。 
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【過去問 13】 

ポリエチレン袋を用いた装置で水をつくる実験を行った。次の問１～問３の問いに答えなさい。 

（福島県 2007 年度） 

実験 

① 右の図のような装置を準備し，ポリエチレン袋の空気

をぬいてピンチコックを閉じておいた。 

② ２本の注射器に，水素と酸素をそれぞれはかりとっ

た。 

③ ピンチコックを開き，②ではかりとった水素と酸素を

ポリエチレン袋の中に入れた。 

④ ピンチコックを閉じ，点火装置で点火した。 

結果 

「ボン」という音が発生し，ポリエチレン袋はしぼんであた

たかくなっていた。 

 

問１ 水ができたことを確認するために用いられるものは何か。次のア～エの中から１つ選びなさい。 

ア ＢＴＢ溶液 イ フェノールフタレイン溶液 ウ ベネジクト液 エ 塩化コバルト紙 

問２ 水ができてポリエチレン袋があたたかくなっていたのは，何というエネルギーが放出されたからか。書きなさ

い。 

問３ 水ができる反応を分子のモデルで表したい。次の  の中の○と●は，それぞれ水素原子と酸素原子を

表している。(  )に適するモデルをかきなさい。また，酸素分子が 60個あり，そのすべてが水素分子と

反応して水の分子になった場合，水の分子は何個できるか。書きなさい。 

 ○○ ○○ ＋ ●● → （      ）  

 

問１  

問２  

問３ 
モデル   

分子数   個 

 

問１ エ 

問２ 熱エネルギー 

問３ 
モデル 

 

分子数 120 個 
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 問１ 水ができていると，青色の塩化コバルト紙が赤色に変化する。 

問２ 水素と酸素を点火すると燃焼反応が起こり，このとき熱や光が放出される。 

問３ 化学反応式では，２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ。水素分子 2 個と酸素分子１個が反応して水分子が２個できる。 

 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

28 

【過去問 14】 

物質が結びつく変化を調べるために，次の実験を行った。 

実験 図のように，乾燥した鉄粉 7.0ｇと
い

硫
おう

黄の粉末 4.0ｇをよく混ぜて，２本の試験管Ａ，Ｂに均等に分けて

入れ，試験管Ｂだけを加熱した。 

 

この実験に関して，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（茨城県 2007 年度） 

問１ 次の文中の あ ， い にあてはまる言葉の組み合わせとして正しいものを下のア～カの中から一つ

選んで，その記号を書きなさい。 

 試験管Ｂが冷えてから，試験管Ａ，Ｂのそれぞれの物質を少量とって塩酸に入れると，試験管Ａの物質

からは あ 。試験管Ｂの物質からは い 。 

 あ い 

ア においのない気体が発生する においのない気体が発生する 

イ においのない気体が発生する においのある気体が発生する 

ウ においのある気体が発生する においのない気体が発生する 

エ においのある気体が発生する においのある気体が発生する 

オ 気体が発生しない においのない気体が発生する 

カ 気体が発生しない においのある気体が発生する 

問２ 試験管Ｂを加熱したときに生じた物質は何か，物質名を書きなさい。 

問３ この実験のように，２種類以上の物質が結びついて別の１種類の物質になる化学変化を何という

か，書きなさい。 

問４ この実験のほかに，問３のような化学変化をする例を化学反応式で一つだけ書きなさい。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  
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問１ イ 

問２ 硫化鉄 

問３ 化合 

問４ 

２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ Ｃ＋Ｏ２→ＣＯ２ 

２Ｍｇ＋Ｏ２→２ＭｇＯ ２Ｃｕ＋Ｏ２→２ＣｕＯ 

などから１つを記入する。 

 

 問１ 試験管Ａでは鉄が塩酸と反応し，においのない水素が発生する。試験管Ｂでは，硫化鉄が塩酸と反応し，

においのある硫化水素が発生する。 

問２ 鉄＋硫黄→硫化鉄 

問３ 物質が結びついてできる別の１種類の物質を化合物といい，もとの物質とは性質が異なっている。 

問４ 炭素Ｃや水素Ｈ２，銅Ｃｕが酸素Ｏ２と化合する例を学習した。 
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【過去問 15】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2007 年度） 

問１ 次のうち，化学変化はどれか。 

ア 氷がとけて水になった。 イ 食塩が水にとけた。 

ウ 寒い日に，はく息が白くなった。 エ 鉄くぎがさびた。 

 

問１  

 

問１ エ 

 

問１ 化学変化では別の物質に変化している。エで，さびた鉄くぎは鉄とは別の物質である。 
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【過去問 16】 

炭酸水素ナトリウムを用いて，次の実験⑴，⑵，⑶を行った。 

⑴ 乾いた試験管Ａに炭酸水素ナトリウムを入れ，図１のよう

に弱火で加熱したところ気体が発生し，試験管Ｂの中にある

石灰水が白くにごった。また，試験管Ａの口には液体Ｘがつ

いた。 

⑵ 気体が発生しなくなってから，ガラス管を石灰水の中か

ら取り出し，ガスバーナーの火を消した。その後，試験管

Ａの口についた液体Ｘを青色の塩化コバルト紙につける

と，色が変化した。試験管Ａの中には白い物質Ｙが残った。 

⑶ 次に，質量 45.3ｇの蒸発皿に炭酸水素ナトリウム 2.2ｇを

入れ，図２のように弱火で十分に加熱した。蒸発皿が冷えた

後，全体の質量をはかったら 46.7ｇであった。 

 

図１ 

 

図２ 

  このことについて，次の問１，問２，問３，問４の問いに答えなさい。 

（栃木県 2007 年度） 

問１ 実験⑵で，青色の塩化コバルト紙は何色に変化したか。 

ア 黄色 イ 白色 ウ 赤色 エ 緑色 

問２ 実験⑵で，ガスバーナーの火を消す前に，下線部のような操作を行わなければならない理由を簡潔に書

きなさい。 

問３ 液体Ｘ，白い物質Ｙは何か。それぞれの名称を書きなさい。 

問４ 質量 47.9ｇの蒸発皿に炭酸水素ナトリウム 4.4ｇを入れ，実験⑶と同様に弱火で十分に加熱すると，全

体の質量は何ｇになるか。 

 

問１  

問２  

問３ 
液体Ｘ  

白い物質Ｙ  

問４   ｇ 
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問１ ウ 

問２ 
例 

試験管Ａの中に液体が逆流しないようにするため。 

問３ 
液体Ｘ 水 

白い物質Ｙ 炭酸ナトリウム 

問４ 50.7 ｇ 

 

問１ 液体Ｘは水で，青色の塩化コバルト紙を赤色に変える。 

問２ 先に火を消すと，試験管Ａ内の水蒸気が水に変わるので，中の圧力が下がって液体が逆流する。 

問３ 炭酸水素ナトリウム→炭酸ナトリウム(固体)＋水(液体)＋二酸化炭素(気体) 

問４ 実験⑶より，炭酸水素ナトリウム 2.2ｇを反応させると，全体の質量は 46.7－45.3＝1.4[ｇ]増加している。

炭酸水素ナトリウム 4.4ｇでは質量は 2.8ｇ増加し，47.9＋2.8＝50.7[ｇ]になる。 
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【過去問 17】 

炭酸水素ナトリウムを加熱したときの変化について調べるために，次の実験を行った。後の問１～問４の問

いに答えなさい。 

（群馬県 2007 年度） 

［実験］ ⒜ 炭酸水素ナトリウムを試験管Ａにとり，図のよ

うにガスバーナーで加熱して，発生する気体を試験

管Ｂの石灰水に通したところ，石灰水は白くにごっ

た。 

 ⒝ しばらくすると気体が発生しなくなったので，

ガラス管を石灰水から抜いて加熱するのをやめた。

Ａの内側には無色透明の液体がつき，底には白色の

物質が残った。 
 

 ⒞ Ａの内側についた無色透明の液体に，塩化コバ

ルト紙をつけたところ，赤色（桃色)に変化した。 

 ⒟ 加熱後にＡの底に残った白色の物質と，炭酸水

素ナトリウムを，それぞれ別の試験管にとった。そ

れらに水を加えて溶け方を観察した。次に，フェノ

ールフタレイン溶液を加えて水溶液の色を観察し

た。右の表はそれらの結果をまとめたものである。 

表 

 

 
加熱後に残

った物質 

炭酸水素ナ

トリウム 

水への溶け方 よく溶けた 少し溶けた 

水溶液の色 濃い赤色 うすい赤色 

問１ 図で，試験管Ａの口を下げて加熱する理由を，危険防止の観点から，簡潔に書きなさい。 

問２ 表に示された水溶液の色の観察結果から，それぞれの水溶液の性質の違いについてわかることを，簡潔

に書きなさい。 

問３ 次の文は，実験の結果を考察したものである。文中の ① ～ ④ に当てはまる語を，それぞれ書き

なさい。 

実験の⒜で石灰水が白くにごったことから ① が発生し，実験の⒞で塩化コバルト紙の色が変化した

ことから ② ができたことがわかる。また，実験の⒟の結果から，加熱後に残った白色の物質は，炭酸

水素ナトリウムとは別の物質であることがわかり，これは ③ という物質と考えられる。これらのこと

から，炭酸水素ナトリウムは，加熱によって３種類の物質に分かれたと考えられる。このように，１種類

の物質が２種類以上の物質に分かれる化学変化を ④ という。 

問４ カルメ焼きやホットケーキをふくらませるために，炭酸水素ナトリウムを用いる理由を，炭酸水素ナト

リウムを加熱したときの変化に着目して，簡潔に書きなさい。 
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問１  

問２  

問３ 
①  ②  

③  ④  

問４  

 

問１ 例  試験管が割れるのを防ぐため。 

問２ 
例  加熱後に残った物質の水溶液は，炭酸水素ナトリウムの水溶液より

アルカリ性が強い。 

問３ 
① 二酸化炭素 ② 水 

③ 炭酸ナトリウム ④ 分解 

問４ 例  加熱により気体(二酸化炭素)が発生するから。 

 

問１ 炭酸水素ナトリウムを加熱すると水ができる。冷たい水が試験管の加熱部に流れこむと，試験管が割れるお

それがあるため，水が試験管の口の部分にたまるように試験管の口を下げる。 

問２ 加熱後に残った物質は，フェノールフタレイン溶液で濃い赤色になるので，アルカリ性が強いことがわかる。 

問３ 炭酸水素ナトリウム→炭酸ナトリウム(③)＋二酸化炭素(①)＋水(②) 

問４ 炭酸水素ナトリウム(重そう)の加熱によって発生した二酸化炭素がパンなどをふくらませる。 
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【過去問 18】 

物質が化学変化したときの質量の変化を調べる実験をしました。次の問１～問３に答えなさい。 

（埼玉県 2007 年度） 

実験１ 

⑴ 電子てんびんで銅の粉末 0.8ｇをはかりとり，ステンレス皿に入れた。 

⑵ 図１のように，電子てんびんに⑴のステンレス皿をのせ，ステンレス皿全体の質量を測定した。 

⑶ 図２のような装置を組み立て，銅の粉末を薬さじでかき混ぜながら，ガスバーナーで十分に加熱し

たところ，銅の粉末は黒く変化した。 

⑷ ステンレス皿が冷えてから，電子てんびんでステンレス皿全体の質量を測定した。 

⑸ 銅の粉末の質量を 1.2ｇ，1.6ｇ，2.0ｇにして，⑵～⑷を行った。 

⑹ 実験の結果をもとに，加熱前の銅の質量と加熱後の物質の質量の関係をグラフに表したところ，図

３のようになった。 
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実験２ 

⑴ 電子てんびんで炭酸水素ナトリウムの粉末 0.5ｇをはかりとり，ステンレス皿に入れた。 

⑵ 電子てんびんに⑴のステンレス皿をのせ，ステンレス皿全体の質量を測定した。 

⑶ 図２の装置を用いて，ガスバーナーで十分に加熱した。 

⑷ ステンレス皿が冷えてから，電子てんびんでステンレス皿全体の質量を測定した。 

⑸ 炭酸水素ナトリウムの粉末の質量を 1.0ｇ，1.5ｇ，2.0ｇにして，⑵～⑷を行った。 

⑹ 実験の結果をもとに，加熱前の炭酸水素ナトリウムの質量と加熱後の物質の質量の関係を図３のグ

ラフにかき加えた。 

   

 図１ 図２ 

 

図３ 

問１ 次の図は，実験１と実験２で，ガスバーナーに火をつけて青色の安定した炎にする手順を示したもので

す。図中の①～④にあてはまる操作として最も適切なものを，下のａ～ｄの中からそれぞれ一つずつ選

び，その記号を書きなさい。 
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空気調節ねじとガス調節ねじを一度ゆるめてから，軽くしめる。 

 ↓ 

 （ ① ） 

 ↓ 

 （ ② ） 

 ↓ 

 （ ③ ） 

 ↓ 

 （ ④ ） 

 ↓ 

 青色の安定した炎 

 

ａ ガスの元せんを開け，コックを開ける。 

ｂ ガス調節ねじを動かさないで，空気調節ねじをまわして，空気の量を調節する。 

ｃ マッチに火をつける。 

ｄ ガス調節ねじをゆるめながら，点火する。 

問２ 実験１の結果から，銅を加熱したとき，加熱前の銅の質量と加熱後にできる物質の質量は，常に一定の

割合になっていることがわかります。加熱前の銅の質量と加熱後にできる物質の質量の比を，最も簡単な

整数の比で表しなさい。 

問３ 実験２で，炭酸水素ナトリウムを加熱した後にできた物質の質量が，もとの炭酸水素ナトリウムの質量

に比べて減少したのはなぜですか。その理由を，このとき起こった化学変化をもとに簡潔に書きなさい。 

 

問１ ① ② ③ ④ 

問２  （加熱前の銅の質量）：（加熱後にできる物質の質量） ＝ ： 

問３  

 

問１ ①  ａ ②  ｃ ③  ｄ ④  ｂ 

問２  （加熱前の銅の質量）：（加熱後にできる物質の質量） ＝ ４：５ 

問３ 
炭酸水素ナトリウムが分解し，二酸化炭素と水蒸気が発生して空気中に逃げてし

まったから。 

 

問１ ガス調節ねじをゆるめてから，空気調節ねじをまわして空気の量を調節する。 

問２ 図３より，銅 1.6ｇを加熱すると 2.0ｇの物質ができている。加熱前の銅の質量：加熱後にできる物質の質

量＝1.6[ｇ]：2.0[ｇ]＝4：5。 

問３ 炭酸水素ナトリウム→炭酸ナトリウム＋水＋二酸化炭素 
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【過去問 19】 

酸化銀（Ａｇ２Ｏ）を加熱したときに起こる変化を調べるため，次の実験を行った。これに関して，あとの問

１～問４の問いに答えなさい。 

（千葉県 2007 年度） 

実験① 図のように，酸化銀を試験管Ａに入れて加熱した。 

 酸化銀が黒っぽい色から白っぽい色に変わり，気体が発生し始めた。はじめに出てきた気体は集

めずに，しばらくしてから出てきた気体を水上置換法で試験管Ｂに集め，水中で栓をしてとり出し

た。 

 ② 酸化銀の色が完全に変わったところで加熱をやめた。試験管Ａが冷えたあと，白っぽい色の物質

をとり出した。 

 白っぽい色の物質は，試験管の底でこするとぴかぴか光り，金づちでたたくとうすくのびて広が

り，また，電流が流れることから金属の銀であることがわかった。 

 ③ ①の試験管Ｂに集まった気体の性質を調べるため，試験管Ｂの栓をとり，   ことから，この

気体は酸素であることがわかった。 

 

問１ 図中のガスバーナーで酸化銀を加熱するためにａ～ｅの操作を行った。ａ～ｅを操作の順に並べ，その

符号を書きなさい。 

ａ マッチに火をつけ，ガス調節ねじを少しずつ開き，点火する。 

ｂ ガスの元栓を開き，次にコックを開く。 

ｃ ガス調節ねじを回して，炎の大きさを調節する。 

ｄ ガス調節ねじと空気調節ねじが閉まっていることを確認する。 

ｅ ガス調節ねじをおさえて，空気調節ねじだけを少しずつ開き，青い炎にする。 

問２ 実験①で，はじめに出てきた気体を集めなかったのはなぜか。理由を簡潔に書きなさい。 

問３ 実験③の文中の   に入るものはどれか。ア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を

書きなさい。 

ア 石灰水を入れてふると，石灰水が白くにごった 

イ 火のついたマッチを近づけると，気体が爆発して燃えた 

ウ 炎を上げずに燃えているせんこうを入れると，せんこうが炎を上げて燃えた 

エ 赤インクをつけた紙を入れると，インクの色が消えた 
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問４ 酸化銀（Ａｇ２Ｏ）を加熱したときに起こる変化を，化学反応式で書きなさい。 

 

問１ →     →     →     → 

問２  

問３  

問４  

 

問１ ｄ → ｂ → ａ → ｃ → ｅ 

問２ はじめに出てきた気体には，空気が多く含まれているから。 

問３ ウ 

問４ ２Ａｇ２Ｏ → ４Ａｇ ＋ Ｏ２ 

 

 問１ ガス調節ねじで炎の大きさを調節してから，空気調節ねじで青い炎にする。 

問２ はじめに出てきた気体には，試験管Ａの中にもともとあった空気が含まれている。 

問３ 酸素は，せんこうなど他のものを燃やすはたらきがある。 

問４ 酸化銀Ａｇ２Ｏを加熱すると銀Ａｇと酸素Ｏ２ができる。両辺で，原子の種類と個数をそろえる。 
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【過去問 20】 

鉄が酸化すると熱エネルギーが出ることを確認するため，かいろ（化学かいろ）を用いて実験１を行った。

また，鉄が酸化することを利用して空気に含まれる酸素の体積の割合を調べるため，かいろを用いて実験２を行

った。これに関して，あとの問１～問４の問いに答えなさい。 

（千葉県 2007 年度） 

実験１ 酸素を満たしたプラスチック製の容器にかいろを入れてふた

をした。 

 しばらくすると，容器の底が温かくなった。１時間後，図１

のように，容器がつぶれていた。また，かいろに入っていた鉄

の色を調べたところ，実験前には黒色であったが茶色に変わっ

ていた。これらのことから，鉄が酸化するときに熱エネルギー

が出ることが確認できた。 
 

実験２ ① 空気を満たしたプラスチック製の容器の内側の底にかい

ろをはり付け，ふたをした。 

 次の日，図２のように，容器がつぶれていた。 

 ② 図３のように，容器をさかさまにして水中に入れ，ふた

をとり，容器の形をもとに戻したところ，容器の中に水が

入った。そのあと，水中で容器にふたをした。  

 ③ かいろがぬれないように容器をとり出し，ふたをとり，容器内の水をすべて 200cm3のメス

シリンダーに入れた。メスシリンダー内の水面付近は，図４のようになった。 

 水をメスシリンダーに入れたあと，しばらくすると，容器の底が温かくなった。このことか

ら，①でふたをしたときの容器内の空気に含まれていた酸素は，すべて鉄と反応したと考え

た。また，①でふたをしたときの容器内の空気に含まれていた酸素の体積と②で容器内に入っ

た水の体積は等しいと考えた。 

 ④ かいろをはり付けた状態で容器内に入る空気の体積を調べたところ，580.0cm3であった。 

 

 

問１ 実験１で，２種類の物質を用いて酸素を発生させ，プラスチック製の容器に酸素を満たした。用いた２

種類の物質は何か。ア～オのうちから二つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 塩酸 イ 二酸化マンガン ウ マグネシウム 

エ 石灰石 オ 過酸化水素水（オキシドール） 
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問２ 次の文は，実験１，２で容器がつぶれた理由について説明したものである。文中の   に入る共通の

ことばを書きなさい。 

地球をとりまく空気の重さによってはたらく圧力を   という。 

酸素が鉄と反応したことにより，容器内の圧力が   と比べて小さくなったため容器がつぶれた。 

問３ 実験２から，ふたをしたときの容器内の空気に含まれていた酸素の体積は何 cm3と考えられるか。ま

た，その酸素の体積の割合は，容器内の空気の体積の何％と考えられるか。ただし，酸素の体積の割合

は，小数第１位を四捨五入して整数で答えなさい。 

問４ 次の文は，先生と生徒の会話の一部である。文中の ａ ， ｂ に入ることばの組み合わせはどれ

か。ア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

先生：鉄が酸化するときに熱エネルギーが出ることが確認できましたね。 

化学変化が起こるときにエネルギーが出る例として，ほかにどんなものがありますか。 

生徒：石油やプロパンガスが燃えると熱エネルギーが出ます。 

先生：そうですね。ほかにありますか。 

生徒：化学電池は，化学変化が起こるとき出るエネルギーを ａ エネルギーとしてとり出すためのも

のです。 

先生：そのとおりです。 

わたしたちの体内でも化学変化が起こっています。わたしたちが体温を保ち，活動できるのは，

食物の形でとり入れた ｂ を体内の細胞で酸化し，そのとき出るエネルギーを利用しているか

らです。 

ア ａ：光 ｂ：有機物 イ ａ：光 ｂ：無機物 

ウ ａ：電気 ｂ：有機物 エ ａ：電気 ｂ：無機物 

 

問１  

問２  

問３ 
体積   cm3 

割合   ％ 

問４  

 

問１ イ，オ 

問２ 大気圧(または気圧) 

問３ 
体積 118.0 cm3 

割合 20 ％ 

問４ ウ 
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 問２ 鉄が空気中の酸素と反応したことにより，容器内の空気の量は減少し，圧力が小さくなった。 

問３ 図４の１目もりは２cm3で，酸素は 118.0cm3。割合は，118.0[cm3]÷580.0[cm3]×100＝20.3…＝ 

約 20[％]。 

問４ 体内で，有機物を酸化するはたらきを呼吸という。 
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【過去問 21】 

次の問いに答えよ。 

（東京都 2007 年度） 

問６ 鉄粉と硫黄の粉末の混合物を加熱したときの化学変化を原子，分子のモデル(
も

模
けい

型)を用いて表したもの

として適切なのは，次のうちではどれか。ただし，鉄原子１個を ，硫黄原子１個を で表すものとす

る。 

 

 

問６  

 

問６ ア 

 

問６ 鉄粉Ｆｅと硫黄Ｓが化合して硫化鉄ＦｅＳができる。化学反応式はＦｅ＋Ｓ→ＦｅＳ。 
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【過去問 22】 

炭酸水素ナトリウムを用いて行った分解の実験について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2007 年度） 

＜実験＞ 

⑴ 図１のように，乾いた試験管の中に炭酸水素ナトリ

ウム 3.0ｇを入れ，試験管の口を少し下げ，スタンドに

固定し，ガラス管の先をビーカーの石灰水に入れた。 

⑵ 炭酸水素ナトリウムを入れた試験管をガスバーナー

で加熱したところ，ガラス管の先から気体が出ているこ

とが確認でき，ビーカーに入っている石灰水が白くにご

った。 

⑶ 試験管の中を観察したところ，試験管の口の内側に

は，無色の液体がついており，試験管の底には，白い固

体の物質が見られた。 
 

⑷ 気体が発生していないことを確認してから，ガスバーナーの火を消して試験管が冷めるのをまった。こ

のとき，実験を安全に進めるために注意をしながら操作を行った。 

⑸ 試験管の口の内側についた無色の液体に青色の塩化コバルト紙をつけたところ赤色(桃色)に変わっ

た。 

⑹ 試験管の中の白い固体の物質を十分に乾燥させ，質量をはかったところ 1.9ｇであった。 

問１ ＜実験＞の⑷で，気体が発生していないことを確認してからガスバーナーの火を消すまでの実験の操作

手順を，この操作を注意しながら行った理由とともに述べたものとして適切なのは，次のうちではどれ

か。 

ア 試験管に残っている固体の物質がすべり落ちて試験管の口が割れないようにするため，試験管の口の部

分を底よりも高くする。その後，ガスバーナーのガス調節ねじを閉めて消火してから，空気調節ねじを閉

めて，
もと

元
せん

栓を閉める。 

イ 試験管に残っている固体の物質がすべり落ちて試験管の口が割れないようにするため，試験管の口の部

分を底よりも高くする。その後，ガスバーナーの空気調節ねじを閉めてから，ガス調節ねじを閉めて消火

し，元栓を閉める。 

ウ ビーカーの中の石灰水が試験管の中に流れ込み，試験管が割れないようにするため，ガラス管の先を石

灰水の中から取り出す。その後，ガスバーナーのガス調節ねじを閉めて消火してから，空気調節ねじを閉

めて，元栓を閉める。 

エ ビーカーの中の石灰水が試験管の中に流れ込み，試験管が割れないようにするため，ガラス管の先を石

灰水の中から取り出す。その後，ガスバーナーの空気調節ねじを閉めてから，ガス調節ねじを閉めて消火

し，元栓を閉める。 
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問２ 図２のＡ～Ｃはそれぞれ，気体を発生させる実験において，発生する気体を集めるための実験装置であ

る。図２で示したＡ～Ｃの実験装置のうち，＜実験＞の⑵で発生した石灰水を白くにごらせた気体を集め

ることができる実験装置と，発生した気体の性質について述べたものを組み合わせたものとして適切なの

は，次の表のア～エのうちではどれか。 

 実験装置 発生した気体の性質 

 

ア Ａ，Ｃ 
・においがなく，水に溶けにくく，空気より軽い。 

・空気中で燃やすと水になる。 

イ Ｂ 
・においがなく，水に溶けにくく，空気より軽い。 

・空気中で燃やすと水になる。 

ウ Ａ，Ｂ 
・においがなく，水に少し溶け，空気より重い。 

・火のついた線香を入れると火が消える。 

エ Ｃ 
・においがなく，水に少し溶け，空気より重い。 

・火のついた線香を入れると火が消える。 

   

問３ ＜実験＞の⑵では，石灰水を白くにごらせた気体が確認でき，また，＜実験＞の⑸では，青色の塩化コ

バルト紙を赤色(桃色)に変化させた液体が確認できた。石灰水を白くにごらせた気体と，青色の塩化コバ

ルト紙を赤色(桃色)に変化させた液体からわかる，炭酸水素ナトリウムをつくっている原子のうちの３種

類の原子の記号と，＜実験＞で試験管に残った白い固体の物質が，炭酸水素ナトリウムと異なる物質であ

ることを確かめるための実験を組み合わせたものとして適切なのは，下の表のア～エのうちではどれか。 

 また，炭酸水素ナトリウムの質量を 4.8ｇに変え，＜実験＞と同様の操作を行ったとき，石灰水を白く

にごらせた気体と青色の塩化コバルト紙を赤色(桃色)に変化させた液体は，合わせて何ｇ発生するか。答

えは，小数第２位を四捨五入して小数第１位まで求めよ。 

 炭酸水素ナトリウムをつくっている原子

のうち３種類の原子の記号 

試験管に残った白い固体の物質が，炭酸水素ナトリウムと異なる

物質であることを確かめるための実験 

ア Ｈ，Ｃ，Ｏ 

試験管に残った白い固体の物質と炭酸水素ナトリウムをそれぞれ

別の試験管に同量ずつとり，それぞれ同量の水に溶かして，フェ

ノールフタレイン溶液を加える。 

イ Ｈ，Ｏ，Ｎａ 

試験管に残った白い固体の物質と炭酸水素ナトリウムをそれぞれ

別の試験管に同量ずつとり，それぞれ同量の水に溶かして，ベネ

ジクト液を加えて加熱する。 

ウ Ｈ，Ｏ，Ｎａ 

試験管に残った白い固体の物質と炭酸水素ナトリウムをそれぞれ

別の試験管に同量ずつとり，それぞれ同量の水に溶かして，フェ

ノールフタレイン溶液を加える。 

エ Ｈ，Ｃ，Ｏ 

試験管に残った白い固体の物質と炭酸水素ナトリウムをそれぞれ

別の試験管に同量ずつとり，それぞれ同量の水に溶かして，ベネ

ジクト液を加えて加熱する。 
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問１  

問２  

問３ 
記 号  

質 量   ｇ 

 

問１ エ 

問２ ウ 

問３ 
記 号 ア 

質 量 1.8 ｇ 

 

問１ ガスバーナーの火を消す前に，ガラス管の先を石灰水の中から取り出す。ガスバーナーの火を消すときは，

点火するときとは逆に，空気調節ねじ，ガス調節ねじの順に閉める。 

問２ 実験の⑵で発生した気体は二酸化炭素で，水に少し溶けるが，図２のＡの水上置換法でも，また，空気より

重いので，Ｂの下方置換法でも集めることができる。 

問３ 記号…実験の⑵で二酸化炭素ＣＯ２，⑸で水Ｈ２Ｏが確認できた。 

質量…炭酸水素ナトリウム 3.0ｇから，二酸化炭素と水が 3.0－1.9＝1.1[ｇ]できる。炭酸水素ナトリウム 4.8ｇ

のときは，1.1×4.8÷3.0＝1.76＝約 1.8[ｇ]できる。 
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【過去問 23】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2007 年度） 

問２ 金属の酸化について調べるために，右の図のような
そう

装
ち

置を用いて，あ

る金属の細かい粉末(金属粉)を加熱する実験を行った。下の表は，加熱

前の金属粉の質量と，加熱によってできた酸化物の質量を測定した結果

を表したものである。ただし，実験では，金属粉が飛び散らないように

かき混ぜながら，十分に加熱した。 

 この実験の結果から，金属粉の質量をａ[ｇ]，この金属粉と化合した

酸素の質量をｂ[ｇ]とすると，ａ：ｂの比は，どのようになると考えら

れるか。あとの１～４の中から最も適するものを一つ選び，その番号を

書きなさい。 

 

金属粉の質量[ｇ] 2.0 4.0 6.0 

酸化物の質量[ｇ] 2.4 4.8 7.2 

１ ６：５ ２ １：５ ３ ５：６ ４ ５：１ 

 

問２  

 

問２ ４ 

 

問２ 金属粉が 4.0ｇのとき，酸化物は 4.8ｇできているので，化合した酸素は，4.8－4.0＝0.8[ｇ]である。金属

粉の質量：酸素の質量＝4.0[ｇ]：0.8[ｇ]＝5：1。 
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【過去問 24】 

Ｋさんは，鉄の性質を調べるために，次のような実験を行った。この実験とその結果に関して，あとの各問

いに答えなさい。 

（神奈川県 2007 年度） 

〔実験１〕試験管Ａに鉄粉１ｇ，試験管Ｂに
い

硫
おう

黄の
ふん

粉
まつ

末１ｇを入れ，それぞれの試験管に，うすい塩酸５cm3加え

たところ，試験管Ａからは無色でにおいのない気体が発生したので，この気体を別の試験管に集めてマッ

チの火を近づけたところ，ポンと音がして燃えた。また，試験管Ｂからは気体が発生しなかった。 

〔実験２〕鉄粉７ｇと硫黄の粉末４ｇをよく混ぜ合わせ， 

図１のように試験管Ｃに入れてガスバーナーで加熱

し，反応が始まったところで，ガスバーナーの火を消

した。この後も反応が続き，すべて黒色の物質に変わ

った。 

 次に，反応によってできた試験管内の黒色の物質を

取り出して試験管Ｄに入れ，うすい塩酸５㎤を加えた

ところ，無色でにおいのある気体が発生した。 

 

図１ 

〔実験３〕図２のように鉄の酸化を利用したカイロ(化学カイロ)を，空のペッ

トボトルに入れ，ふたを閉めて
みっ

密
ぺい

閉した直後に全体の質量を測定した。 

 次に，ペットボトルを数回ふったところ，あたたかくなった。その後

十分に時間がたち，ペットボトルが完全に冷えてから，再び全体の質量

を測定した。 

 
図２ 

〔結果〕  ふたを閉めて密閉

した直後 

一度あたたかくな

って冷えた後 

 質量［ｇ］ 31.8 31.8 

 ペットボトルの形 へこんでいない へこんでいた 

問１ 〔実験１〕の試験管Ａから発生した気体の種類と，〔実験１〕とは異なる方法でこの気体を発生させる方法の

組み合わせとして最も適するものを，あとの１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

 気体の種類   気体を発生させる方法 

ａ 水素  ｄ 石灰石の入った試験管にうすい塩酸を加える 

ｂ 酸素  ｅ 
あ

亜
えん

鉛の入った試験管にうすい塩酸を加える 

ｃ 二酸化炭素  
ｆ 

二酸化マンガンの入った試験管にオキシドール(うすい過酸化水素

水)を加える    

１ ａとｄ ２ ｂとｆ ３ ａとｅ ４ ｃとｄ 
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問２ 〔実験１〕と〔実験２〕の結果から，黒色の物質の性質に関する説明として最も適するものを，次の１

～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 黒色の物質の性質は鉄の性質と同じである。 

２ 黒色の物質の性質は硫黄の性質と同じである。 

３ 黒色の物質の性質は鉄と硫黄のどちらの性質とも異なる。 

４ 黒色の物質の性質はこの実験からは分からない。 

問３ 〔実験２〕で，鉄粉と硫黄の粉末から黒色の物質ができたときの化学変化を，化学反応式で書きなさ

い。 

問４ 次の は，〔実験３〕に関するＫさんのノートの一部である。文中の①，②にはどのような語があ

てはまると考えられるか。あてはまるものの組み合わせとして最も適するものを，あとの１～４の中から

一つ選び，その番号を書きなさい。 

［［考察］ 

ペットボトルがへこんだことから，ペットボトルの中の（ ① ）と鉄が化合したこ

とが考えられる。また，質量が変わっていないことから，化学変化の前後で，ペットボ

トルの中の（ ② ）が変わっていないことが考えられる。 

１ ①―酸素，②―物質をつくる原子の種類と数 ２ ①―酸素，②―エネルギーの総量 

３ ①―窒素，②―物質をつくる原子の種類と数 ４ ①―窒素，②―エネルギーの総量 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ ３ 

問２ ３ 

問３ Ｆｅ＋Ｓ→ＦｅＳ 

問４ １ 

 

問１ 鉄粉や亜鉛などの金属にうすい塩酸を加えると水素が発生する。 

問２ 実験２から，黒色の物質にうすい塩酸を加えると，においのある気体が発生している。 

問３ 鉄Ｆｅと硫黄Ｓが化合して硫化鉄ＦｅＳができる。 

問４ ペットボトルがへこんだのは，中の酸素が鉄と化合してしまい，中の圧力が減ったからである。質量保存の

法則が成り立つことから，化学変化の前後で物質をつくる原子の種類と数は変わらない。 
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【過去問 25】 

右の図のように，炭酸水素ナトリウムを乾いた試験管Ａに入れて加

熱し，発生する気体を試験管Ｂに導いた。しばらくすると，試験管Ｂに

気体が集まり，試験管Ａの口の方に液体が見られた。その後，気体が出

なくなってから，加熱をやめた。試験管Ａには，白い粉が残った。この

ことに関して，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（新潟県 2007 年度） 

 

問１ 図のようにして気体を集める方法を何というか。その用語を書きなさい。 

問２ 青色の塩化コバルト紙を，試験管Ａの口の方に見られた液体につけると赤色に変った。また，石灰水

を，試験管Ｂに集めた気体に加えてよくふったところ，白く濁った。このことから，炭酸水素ナトリウム

には，ナトリウム以外に３種類の原子が含まれていることが分かる。その原子をそれぞれ原子の記号を用

いて書きなさい。 

問３ 加熱をやめるときには，必ず，ガラス管を水から取り出したあとで，火を消すようにする。その理由を

簡潔に書きなさい。 

問４ 加熱後，試験管Ａに残った白い粉を少量とり，水に溶かしてフェノールフタレイン溶液を加えると濃い

赤色に変わった。この白い粉は何か。その物質の名称を書きなさい。 

 

問１  

問２    

問３  

問４  

 

問１ 水上置換（法） 

問２ Ｈ Ｃ Ｏ 

問３ 例 水が試験管に流れこみ，試験管が割れるおそれがあるから。 

問４ 炭酸ナトリウム 

 

 問２ 試験管Ａの口に見られた液体は水Ｈ２Ｏ，発生した気体は二酸化炭素ＣＯ２である。水と二酸化炭素に含

まれる原子は，Ｈ，Ｏ，Ｃ。 

問３ 先に火を消すと試験管Ａの中の水蒸気が水に変わり，中の圧力が下がって水が試験管に流れこむ。 

問４ 水によく溶け，強いアルカリ性を示す物質は，炭酸ナトリウムである。 
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【過去問 26】 

右の図は，銅と酸素が完全に化合して酸化銅ができるときの，銅と酸化銅

の質量の関係をグラフに表したものである。この図をもとにして，次の問１～

問３の問いに答えなさい。 

（新潟県 2007 年度） 

問１ 銅と酸素が化合して酸化銅ができるときの化学反応式を書きなさい。 

問２ 酸化銅に含まれる銅の質量と酸素の質量を，最も簡単な整数の比で表

しなさい。  

問３ 酸化銅の粉末 4.0ｇを十分な量の炭素の粉末を用いて完全に還元したとき，二酸化炭素 1.1ｇが発生し

た。このことについて，次の①，②の問いに答えなさい。ただし，発生した二酸化炭素は，すべて，酸化

銅と炭素が反応して生じたものとする。 

① このとき生じた銅の質量は何ｇか，求めなさい。 

② 酸化銅 4.0ｇと反応した炭素の質量は何ｇか，求めなさい。 

 

問１  

問２ 銅の質量：酸素の質量＝  ：  

問３ ①   ｇ ②   ｇ 

 

問１ ２Ｃｕ＋Ｏ２→２ＣｕＯ 

問２ 銅の質量：酸素の質量＝［４ ： １ 

問３ ①  3.2 ｇ ②  0.3 ｇ 

 

問１ 銅Ｃｕが酸素Ｏ２と化合して酸化銅ＣｕＯができる。 

問２ 図より，銅 0.8ｇから酸化銅 1.0ｇができるので，化合した酸素は 1.0－0.8＝0.2[ｇ]。銅：酸素＝

0.8[ｇ]：0.2[ｇ]＝4：1。 

問３ ① 酸化銅 4.0ｇ中に，銅は，4.0[ｇ]×0.8[ｇ]÷1.0[ｇ]＝3.2[ｇ]含まれている。 

② この還元反応は「酸化銅＋炭素→銅＋二酸化炭素」と表され，質量保存の法則を使うと，炭素の質量は，3.2

＋1.1－4.0＝0.3[ｇ]。 
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【過去問 27】 

次のⅠ，Ⅱの実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2007 年度） 

〈実験Ⅰ〉次の手順で実験を行った。ただし，ステンレス皿の質量はあら

かじめ，はかってあるものとする。 

① 1.20ｇの銅の粉末をはかりとった。 

② 図１のようにステンレス皿に粉末をうすく広げ，強い火で５分

間加熱した。 

③ 加熱をやめ，冷やしてから粉末の質量を調べた。 

④ 薬品さじ(薬さじ)でよくかき混ぜてから，②と③の操作を繰り

返した。表はその結果である。 
 

 表      

 

 加熱した回数[回] 1 2 3 4 5 

 加熱後の粉末の質量[ｇ] 1.38 1.48 1.50 1.50 1.50 

〈実験Ⅱ〉実験Ⅰで５回加熱した後の物質と炭素の粉末をよ

く混ぜ合わせたものを試験管Ａに入れ，図２のように

加熱した。試験管Ａの中には赤色の物質が残った。ま

た，発生した気体を試験管Ｂの石灰水に通したとこ

ろ，白くにごった。ガラス管を石灰水から取り出した

後，ガスバーナーの火を消した。 

問１ 実験Ⅰで，銅の粉末を加熱したときのようすとして適切なものを次のア～エから１つ選び，記号で答え

なさい。 

ア 強い光を出して激しく燃え，白色の物質に変化した。 

イ 炎を上げて燃え，黒色の物質に変化した。 

ウ 炎を上げて燃え，白色の物質に変化した。 

エ 炎を上げずに，しだいに黒色の物質に変化した。 

問２ 実験Ⅰで，加熱した回数が１回のとき，酸素と化合していない銅の粉末は何ｇか，小数第２位まで求め

なさい。 

問３ 実験Ⅱで，試験管Ａの中で，石灰水を白くにごらせる気体が発生し赤色の物質が残る化学変化を，例に

ならってモデルで表しなさい。ただし， は銅原子， は酸素原子， は炭素原子を表すものとする。 

例 実験Ⅰの化学変化  

問４ 実験Ⅱで，下線部のように，ガスバーナーの火を消す前にガラス管を石灰水から取り出すのはなぜか。

その理由を書きなさい。 
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問１  

問２   ｇ 

問３ ＋     →     ＋ 

問４  

 

問１ エ 

問２ 0.48 ｇ 

問３ 

 

問４ 石灰水が逆流して試験管が割れるのを防ぐため。 

 

 問２ 1.20ｇの銅はすべて反応すると 1.50ｇとなり，化合した酸素は 0.30g。１回目では，酸素は 

1.38－1.20＝0.18[ｇ]化合しており，反応した銅は 0.72ｇ。反応していない銅は 1.20－0.72＝0.48[ｇ]。 

問３ 実験Ⅱは酸化銅の還元で，化学反応式は，２ＣｕＯ＋Ｃ→２Ｃｕ＋ＣＯ２。 
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【過去問 28】 

以下の問いに答えなさい。 

（石川県 2007 年度） 

問３ うすい塩酸 100.0ｇを入れたビーカーに，石灰石の主成分である炭酸カルシウムを 2.5ｇずつ５回加え，

そのつどよくかきまぜて反応後のビーカー内の物質の質量を調べたところ，表のような結果になった。こ

れをもとに，次の⑴，⑵に答えなさい。 

加えた炭酸カルシウムの質量の合計［ｇ］ 2.5 5.0 7.5 10.0 12.5 

反応後のビーカー内の物質の質量［ｇ］ 101.4 102.8 104.2 106.0 108.5 

⑴ ビーカーに入れた物質の質量の合計が，反応後のビーカー内の物質の質量と一致しないのはなぜ

か，書きなさい。 

⑵ 同じ濃度のうすい塩酸 100.0ｇを入れたビーカーに，炭酸カルシウム 15.0ｇを加え，よくかきまぜる

と，反応後のビーカー内の物質の質量は何ｇになるか，求めなさい。 

 

問３ 
⑴  

⑵   ｇ 

 

問３ 
⑴ 化学反応の結果，発生した気体(二酸化炭素)が空気中へ逃げたから。 

⑵ 111.0 ｇ 

 

問３ ⑵ 炭酸カルシウムの質量が 10.0ｇから 12.5ｇに変わると，反応後の質量は 108.5－106.0＝2.5[ｇ]と

炭酸カルシウムの増加分だけ増えて，気体は発生していない。108.5＋2.5＝111.0[ｇ] 
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【過去問 29】 

銅の粉末を使って，次の実験を行った。これらをもとに，以下の各問に答えなさい。 

（石川県 2007 年度） 

実験Ⅰ 図１のように，銅の粉末をステンレス皿

にとり，①全体に広げて黒くなるまで加熱し，冷

えてからステンレス皿の中にある物質の質量を測

定した。このように加熱して質量を測定する操作

を，質量が変化しなくなるまで繰り返し行い，物

質Ｘを得た。 

 同様の実験を，銅の質量をいろいろと変えて行

い，銅と物質Ｘの質量の関係をグラフに表すと，

図２のようになった。 

 

実験Ⅱ 図３のように，物質Ｘ1.5ｇと活性炭 0.3ｇを混ぜ合わせ，試験管

Ａに入れて加熱した。その結果，②気体が発生し，物質Ｘは赤っぽい色の

物質に変化した。また，この気体により，試験管Ｂの石灰水は白く濁っ

た。 

実験Ⅲ 実験Ⅱの活性炭のかわりにポリエチレンを用いて実験を行うと，

同様の結果が得られ，試験管Ａの口には液体がたまっていた。調べてみ

ると，この液体は水であることがわかった。 

 

問１ 実験Ⅰで，下線部①の操作を行うのはなぜか，その理由を書きなさい。 

問２ 銅 0.6ｇを用いて実験Ⅰの操作を行った。実験の途中で質量を測定したところ，質量が 0.1ｇ増加してい

た。このとき，まだ反応していない銅は何ｇか，求めなさい。 

問３ 実験Ⅱで，物質Ｘが赤っぽい色の物質に変わる化学変化を何というか，書きなさい。また，下線部②の

化学変化を，化学反応式で書きなさい。 

問４ 実験Ⅱ，Ⅲの結果から，物質Ｘに対して活性炭やポリエチレンと同様のはたらきをすると推定されるも

のを，次のア～オから２つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 銀 イ 食塩 ウ 砂糖 エ 硫黄 オ デンプン 

 

問１  

問２   ｇ 

問３ 
化学変化  

化学反応式  

問４   
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問１ 
・酸素となるべく多く反応させるため。 

・空気にふれる面積を大きくするため。 など 

問２  0.2 ｇ 

問３ 
化学変化 還元 

化学反応式 ２ＣｕＯ＋Ｃ→２Ｃｕ＋ＣＯ２ 

問４ ウ オ 

 

問１ 銅の粉末を空気中の酸素と化合させているので，できるだけ空気とふれさせる。 

問２ 図２より，銅の質量が 0.4ｇのとき，物質Ｘは 0.5ｇでき，質量が 0.1ｇ増加している。反応していない銅は，

0.6－0.4＝0.2[ｇ]。 

問３ 実験Ⅰでは「銅＋酸素→酸化銅（物質Ｘ）」の反応が起こり，実験Ⅱでは，酸化銅ＣｕＯが炭素（活性炭）Ｃ

と反応し，銅Ｃｕと二酸化炭素ＣＯ２ができる。酸化物から酸素をうばう化学変化を還元という。 

問４ 活性炭やポリエチレンには炭素が含まれており,この炭素が酸化物から酸素をうばうはたらきをする。炭素を

含む化合物は有機物で，砂糖とデンプンがあてはまる。 
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【過去問 30】 

銅について次のような実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2007 年度） 

〔実験１〕 ５つの班で，それぞれ異なる質量の銅の粉末をはかりとった。

次に，図１の実験器具を用いて，銅の粉末を，その質量が一定になるま

で繰り返し加熱したあと，できた酸化銅の質量を測定した。表はその

結果を表したものである。 

 

班 １班 ２班 ３班 4班 5班 

銅の粉末の質量(ｇ) 1.40 0.80 1.00 0.60 1.20 

酸化銅の質量 ( ｇ ) 1.74 0.99 1.25 0.75 1.50 

〔実験２〕 実験１でできた酸化銅を取り出し，炭素の粉末を加えて，試験管

に入れ加熱した。 

〔実験３〕 図２のように銅の粉末を入れて質量を測定したあと、ピンチコッ

クを閉じたまま銅の粉末を加熱した。金属の色が変化したあと，
さ

冷まし

てから，ピンチコックを閉じたまま質量を測定したところ，質量の変化

はなかった。 

 

問１ 実験１の結果から,銅の粉末の質量と結合した酸素の質量の関係を表すグラフをかけ。 

問２ 実験１の結果から，酸化銅にふくまれる銅の質量は，酸素の質量の何倍になることがわかるか。 

問３ 実験２で酸化銅を完全に還元するには，試験管に入れて加熱する前に，どのような操作が必要か。その

操作を書け。ただし，炭素の粉末は十分にあるものとする。 

問４ 実験２で起こった変化を，銅原子を ，酸素原子を ，炭素原子を として， ， ， を用いたモ

デルで表せ。 

問５ 実験３のように化学変化の前後で物質全体の質量は変わることはない。この法則を何というか。 

 

問１ 

 

問２   倍 

問３  

問４  

問５   の法則 
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問１ 

 

問２ ４ 倍 

問３ 酸化銅と炭素の粉末をよく混ぜる。 

問４  

問５ 質量保存 の法則 

 

 問１ 酸素の質量は「酸化銅の質量－銅の質量」で求められる。５班では 1.50－1.20＝0.30[ｇ]。 

問２ ５班より，酸化銅 1.50ｇ中に銅が 1.20ｇ，酸素が 0.30ｇ含まれている。1.20[ｇ]÷0.30[ｇ]＝4[倍]。 

問３ 酸化銅と炭素の粉末をよく混ぜ，炭素と酸化銅がまんべんなくふれ合うようにする。 

問４ 化学反応式は，２ＣｕＯ＋Ｃ→２Ｃｕ＋ＣＯ２。 
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【過去問 31】 

「化学かいろ(使い捨てカイロ)」は，鉄粉と空気中の酸素が化合するときに発生する熱を利用している。「化

学かいろ」を使った実験について，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（山梨県 2007 年度） 

〔実験〕 

① 図１のように，透明なビンに「化学かいろ」の中身をすべて入れ，温度計を通したゴム栓でふさいだ。 

② 次に，図２のように電子てんびんで全体の質量をはかった。これを[質量１]とする。 

③ ビンを時々軽く振りながら１分ごとに中身の温度をはかったところ，最初の数分間は上昇がみられた

が，そのあとゆっくりと下がりはじめ，やがて部屋の温度とほぼ同じになり一定となった。 

④ 次に，電子てんびんで全体の質量をはかった。これを［質量２］とする。 

⑤ ゴム栓をゆっくりとはずしたところ，ビンの中に空気が吸い込まれるのがわかった。 

⑥ ふたたびゴム栓でふさぎ，時々軽く振りながら，１分ごとに中身の温度をはかった。 

⑦ しばらくしてから，電子てんびんで全体の質量をはかった。これを［質量３］とする。 

   

問１ 〔実験〕③で，中身の温度が部屋の温度とほぼ同じで一定となったのは，鉄粉と酸素の化合が終わった

ためと考えられる。この原因が，ビンの中の鉄粉がすべて化合したのではなく，化合する「酸素がなくな

った」からだとすれば，〔実験〕⑥ではどのような結果になるか，簡単に書きなさい。 

問２ 仮に，〔実験〕③のあとで，化合する「酸素がなくなった」ことを確認する場合，ビンの中の気体を取り

出し，どのような実験をしたらよいか。次のア～オの中から最も適当なものを一つ選び，その記号を書き

なさい。また，選んだ実験でどのような結果になれば，このことを確認できるのかを簡単に書きなさい。 

ア 気体を石灰水に通す イ 気体中に，火のついた線香を入れる 

ウ 気体をＢＴＢ溶液に通す エ 気体のにおいをかぐ 

オ 気体中に，水で湿らせたリトマス紙を入れる 

問３ 〔実験〕ではかった[質量１]，[質量２]，［質量３］の関係はどのようになっていると考えられるか。次

のア～エの中から最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア ［質量１］＜［質量２］＜［質量３］ イ ［質量１］＜［質量２］＝［質量３］ 

ウ ［質量１］＞［質量２］＝［質量３］ エ ［質量１］＝［質量２］＜［質量３] 

問４ 鉄粉と酸素が化合するように，ある物質と酸素が化合する例を，化学反応式で一つ示しなさい。 
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問１  

問２ 

記号  

結果  

問３  

問４  

 

問１ 
例 

温度上昇が見られる。 

問２ 

記号 イ 

結果 
例 

(線香の)火が消える。 

問３ エ 

問４ 例    ２Ｃｕ＋Ｏ２→２ＣｕＯ 

 

問１ 実験⑤で，空気が吸い込まれているので，鉄粉は再び酸素と化合し，温度が上昇する。 

問２ 酸素が残っていれば，線香が炎をあげて燃える。 

問３ ゴム栓でふさいでいるので質量１と質量２は等しい。空気が吸い込まれたので質量３は大きい。 

問４ Ｃ＋Ｏ２→ＣＯ２，２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏなどでもよい。 
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【過去問 32】 

菓子づくりに使うふくらし粉には，炭酸水素ナトリウムがふくまれている。また，うすい塩酸に炭酸水素ナ

トリウムを加えると二酸化炭素が発生する。そこで，この反応をもとにして，ふくらし粉にふくまれる炭酸水素

ナトリウムの質量を調べた。各問いに答えなさい。ただし，使用するふくらし粉は，炭酸水素ナトリウムと塩酸

の反応においてのみ気体を発生するものとする。 

（長野県 2007 年度） 

〔実験１〕 (Ⅰ) 図１のように，うすい塩酸 30.0cm3（30.9ｇ）に

炭酸水素ナトリウム 1.0ｇを加えて反応させた。次に，発生し

た二酸化炭素を空気中ににがしてから，ビーカーに残った物質

の質量をはかると 31.4ｇだった。 

(Ⅱ) (Ⅰ)と同じ実験を，炭酸水素ナトリウムの質量をかえて繰

り返した。  

〔実験２〕 炭酸水素ナトリウム 1.0ｇのかわりにふくらし粉 8.0ｇを使って，〔実験１〕(Ⅰ)と同じ実験を

行うと，ビーカーに残った物質の質量は 37.9ｇになった。 

問１ 塩酸の性質で，適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 赤色リトマス紙を青色に変える。 

イ 水分を蒸発させると，白い固体が残る。 

ウ 緑色のＢＴＢ溶液を青色に変える。 

エ 石灰石を入れると二酸化炭素が発生する。 

問２ 炭酸水素ナトリウムの説明で，適切なものを次のア～エから２つ選び，記号を書きなさい。 

ア 混合物である イ 化合物である ウ 純粋な物質である エ 単体である 

問３ 二酸化炭素の化学式を書きなさい。 

問４ 〔実験１〕について，加えた炭酸水素ナトリウムの質量をＡ［ｇ］，ビーカーに残った物質の質量をＢ

［ｇ］，発生した二酸化炭素の質量をＣ［ｇ］とする。このとき，Ａ，Ｂ，Ｃの関係をあらわす式として，

適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 30.9＋Ａ＝Ｂ＋Ｃ イ 30.9＋Ｂ＝Ａ＋Ｃ 

ウ 30.9＋Ａ＝Ｂ－Ｃ エ 30.9＋Ｂ＝Ａ－Ｃ 
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問５ 〔実験１〕で発生した二酸化炭素の質量を計算して，加

えた炭酸水素ナトリウムの質量と発生した二酸化炭素の質

量の関係を図２のグラフにあらわした。このグラフをもと

にして，次の各問いに答えなさい。 

① 〔実験１〕(Ⅱ)で，炭酸水素ナトリウム 3.0ｇを用いたと

きと 7.0ｇを用いたとき，それぞれ実験後のビーカーに塩酸

や炭酸水素ナトリウムは残っているか。表のＤ～Ｇに，残

っているときは○を，残っていないときは×を書きなさ

い。 

 

② うすい塩酸に反応した炭酸水素ナトリウムの質量

と発生した二酸化炭素の質量の比はおよそ ：１

になる。 に当てはまる数を整数で書きなさ

い。 

表   

炭酸水素ナトリ 

ウムの質量［ｇ］ 
塩酸 

炭酸水素ナ 

トリウム 

3.0 Ｄ Ｅ 

7.0 Ｆ Ｇ 

問６ 〔実験２〕で発生した二酸化炭素の質量は何ｇか求めなさい。 

問７ 〔実験２〕では，ふくらし粉にふくまれる炭酸水素ナトリウムがうすい塩酸と残らず反応したものとす

る。このふくらし粉 100ｇにふくまれる炭酸水素ナトリウムの質量は何ｇか求めなさい。 

 

問１  

問２   

問３  

問４  

問５ 
① 

Ｄ  Ｅ  

Ｆ  Ｇ  

②  

問６   ｇ 

問７   ｇ 
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問１ エ 

問２ イ ウ 

問３ ＣＯ２ 

問４ ア 

問５ 
① 

Ｄ ○ Ｅ × 

Ｆ × Ｇ ○ 

② ２ 

問６ 1.0 ｇ 

問７ 25 ｇ 

 

問１ 塩酸は，気体の塩化水素が溶けた酸性の水溶液である。 

問２ 炭酸水素ナトリウムは分解して，二酸化炭素などを生じるので，化合物である。 

問４ 質量保存の法則から，反応前の質量の和と反応後の質量の和は等しい。 

問５ ① 図２より，炭酸水素ナトリウム 5.0ｇが塩酸 30.0cm3と過不足なく反応している。炭酸水素ナトリウム 3.0

ｇのときは塩酸が残っており，7.0ｇのときは炭酸水素ナトリウムが残っている。 

② 炭酸水素ナトリウム 5.0ｇのとき二酸化炭素 2.5ｇが発生する。比は 5.0[ｇ]：2.5[ｇ]＝２：１。 

問６ 反応前の質量は 30.9＋8.0＝38.9[ｇ]。発生した二酸化炭素は 38.9－37.9＝1.0[ｇ]。 

問７ 問６より，二酸化炭素は 1.0ｇ発生し，このとき図２より，炭酸水素ナトリウム 2.0ｇが反応している。

ふくらし粉 8.0ｇに炭酸水素ナトリウムは 2.0ｇ含まれ，ふくらし粉 100ｇ中には 25ｇ含まれている。 
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【過去問 33】 

花子さんは中学校３年間の理科の授業をとおして学んだことを生かして，「地球の自然環境と私たちの生活」

というテーマで発表した。花子さんの発表を参考にして，問いに答えなさい。 

（岐阜県 2007 年度） 

私たちの地球は約 46 億年前に①太陽系の惑星として誕生しました。そして，生物は約 38 億年前に誕生

したと考えられています。その後，生物は長い年月をかけて地球の自然環境を変化させてきました。その１

つの例として，私たちが生きていくのに必要な②大気中の酸素も，いろいろな植物によって長い年月をかけ

てつくられてきたことがあげられます。 

私たち人間は，長い年月をかけてつくられてきた地球の恵みを受けて生活して

います。その中で石油，石炭，天然ガスなどの化石燃料は，昔生きていた生物にふ

くまれていた有機物が地層の中で長い間に変化してできたもので，③火力発電，

自動車，家庭の燃料などとして，さまざまなところで使われています。 

しかし，大量の化石燃料の燃焼により，④二酸化炭素が大量に発生し，地球の温

暖化がすすむ危険性が指摘されています。 

私たち人間は資源を大切にし，地球の自然環境を守っていかなくてはなりませ

ん。まずは，私たちにできる身近なところから省資源や省エネルギーを始めるこ

とが大切です。 
 

問２ 金属は下線②の酸素と化合して，酸化物として存在している場合があり，酸化銅（CuO）もその１つであ

る。酸化銅から単体の銅をとり出す方法を簡潔に説明しなさい。また，その方法で銅をとり出したとき，

銅以外にできる物質は何か。ことばで書きなさい。 

 

問２ 
方法  

銅以外に出来る物質  

 

問２ 
方法 酸化銅を炭素の粉末と混ぜ合わせて熱する。 

銅以外にできる物質 二酸化炭素 

 

問２ 酸化物から酸素をうばう化学変化を還元という。酸化銅を還元する方法として「酸化銅＋炭素→銅＋二酸

化炭素」と「酸化銅＋水素→銅＋水」がある。 
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【過去問 34】 

気体の発生と性質に関する問１，問２の問いに答えなさい。 

（静岡県 2007 年度） 

  図７のような，三角フラスコにろうと管とガラス曲管の

ついた装置を３つ用意し，装置Ａ，Ｂ，Ｃとした。表１で

示した薬品を装置Ａ，Ｂ，Ｃにそれぞれ入れた。このと

き，装置Ａで発生した気体は酸素であり，装置Ｂ，装置Ｃ

で発生した気体は，それぞれ気体Ｘ，気体Ｙであった。

装置Ａと装置Ｂにはいずれも図８のような水上置換法を，

装置Ｃには下方置換法を用い，発生した気体を，それぞれ

別の試験管に集めた。 

 

 表１    

 装置Ａ 装置Ｂ 装置Ｃ 

ろうと管に入れ

た薬品 
薬品ⓐ 

うすい 

塩酸 

うすい 

塩酸 

三角フラスコに

入れた薬品 

二酸化 

マンガン 
亜鉛 石灰石 

問１ 酸素，気体Ｘに関する①～③の問いに答えなさい。 

① 装置Ａでろうと管に入れた薬品ⓐとして適切なものはどれか。次のア～エの中からら１つ選び，記号で

答えなさい。 

ア アンモニア水 イ オキシドール ウ うすい硫酸 エ エタノール 

② 図８のような水上置換法において，より純粋な気体を集めるためには，はじめに試験管に水を満たして

おくことのほかに，どのようなことに注意すればよいか。簡単に書きなさい。 

③ 装置Ｂで発生した気体Ｘを別のかわいた試験管に集め，マッチの火を近づけると反応して燃え，試

験管の内側に水滴がついた。気体Ｘが燃えて水滴ができるときの化学変化を，化学反応式で表しなさ

い。 

問２ 装置Ｃで発生した気体Ｙに関する①，②の問いに答えなさい。 

① 図９のように，気体Ｙを，水の入ったやわらかいペットボトルに入れ，栓を

した。このペットボトルをよく振ると，ペットボトルはへこんだ。これは気体

Ｙの性質によるものである。ペットボトルがへこんだ理由となる気体Ｙの性質

とはどのようなものか。簡単に書きなさい。 
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② ビーカーａ～ｅを用意し，それぞれにうすい塩酸

10cm3を入れた。図 10のようにして，薬包紙にのせた石

灰石 1.0ｇとビーカーａを電子てんびんにのせ， 

 

表２      

ビーカー ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

ビーカーに入れた

石灰石の質量(ｇ) 
1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 

反応前の全体の質

量(ｇ) 
74.1 75.1 76.1 77.1 78.1 

反応後の質量(ｇ) 73.7 74.3 74.9 75.9 76.9 
  

 反応前の全体の質量を測定した。次に，薬包紙にのせた

石灰石をビーカーａに入れると化学変化が起こり，気体

Ｙが発生した。気体Ｙの発生が見られなくなってから，

図 11のようにして，薬包紙とビーカーａを電子てんび

んにのせ，反応後の質量を測定した。次に，ビーカー

ｂ～ｅのそれぞれに入れる石灰石の質量を変えて，同様

の実験を行った。表２は，その結果をまとめたものであ

る。 

ア 表２の実験結果をもとにして，うすい塩酸 10cm3の入っているビーカーに入れた石灰石の質量と，発生

した気体の質量との関係を表すグラフを，図 12にかきなさい。 

イ ビーカーｆを用意し，ビーカーａ～ｅに入れたもの

と同じ濃さのうすい塩酸 30cm3を入れた。続けて，ビー

カーｆに７ｇの石灰石を入れ，いずれか一方の物質が

完全に反応するまで反応させた場合，発生する気体は

何ｇと考えられるか。表２をもとにして，計算して答

えなさい。ただし，塩酸と石灰石の反応以外には，反

応が起こらないものとする。 

 

 

問１ 

①  

②  

③  

問２ 

①  

② 
ア 

 
イ   ｇ 
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問１ 

① イ 

② はじめに出てくる気体を捕集しないこと。 

③ ２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ 

問２ 

① 水に溶けること。 

② 
ア 

 

イ 2.8 ｇ 

 

問１ ① ろうと管には液体を入れる。オキドールはうすい過酸化水素水で，消毒用に使われている。 

② はじめに出てくる気体には，フラスコに最初あった空気が含まれている。 

③ 気体Ｘは水素Ｈ２で，燃える(酸素Ｏ２と化合)と水Ｈ２Ｏができる。 

問２ ① 装置Ｃで発生した気体Ｙ(二酸化炭素)が水に溶けると，ペットボトルの中の圧力が小さくなり，大気圧に

よってへこむ。 

② ア 発生した気体の質量は，反応前の全体の質量から反応後の質量を引けばよい。 

イ アのグラフにより，うすい塩酸 10cm3と石灰石 3.0ｇが過不足なく反応し，このとき 1.2ｇの気体が発生する。

石灰石が 7.0gのときは気体が 1.2×7.0÷3.0＝2.8[ｇ]発生し，塩酸があまる。 
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【過去問 35】 

次の問いに答えよ。 

（愛知県 2007 年度 A） 

問２ 水素，酸素，塩素，炭素の原子をそれぞれ図１のような記号で表すとき，図２のＡからＤまでのように

表される分子が集まってできている物質について述べた文章として最も適当なものを，下のアからカまで

の中から選んで，そのかな符号を書け。 

  

ア Ａ，Ｂ，Ｃは化合物で，Ｄは単体である。Ｃを水に溶かすとアルカリ性の水溶液になる。 

イ Ａ，Ｂ，Ｃは化合物で，Ｄは単体である。Ｃを水に溶かすと酸性の水溶液になる． 

ウ ＢとＣは化合物で，ＡとＤは単体である。Ｃを水に溶かすとアルカリ性の水溶液になる。 

エ ＢとＣは化合物で，ＡとＤは単体である。Ｃを水に溶かすと酸性の水溶液になる。 

オ Ｄは化合物で，Ａ，Ｂ，Ｃは単体である。Ｃを水に溶かすとアルカリ性の水溶液になる。 

カ Ｄは化合物で，Ａ，Ｂ，Ｃは単体である。Ｃを水に溶かすと酸性の水溶液になる。 

 

問２  

 

問２ イ 

 

問２ 図２のＡは塩化水素，Ｂは水，Ｃは二酸化炭素，Ｄは酸素である。化合物は２種類以上の原子からなる物質

で，Ａ，Ｂ，Ｃがあてはまる。二酸化炭素を水に溶かすと酸性の水溶液になる。 
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【過去問 36】 

マグネシウムと銅を加熱したときの変化と，加熱してできた物質について調べるため，次の〔実験１〕と

〔実験２〕を行った。 

〔実験１〕 ① 
から

空のステンレス皿の質量を測定した。 

 ② マグネシウムの粉末 1.5ｇをステンレス皿に入れた。 

 ③ 粉末をステンレス皿全体に広げて図１のように５分間加熱した。 

 ④ 冷やしてから，ステンレス皿全体の質量を測定した。 

 ⑤ ④で測定した質量が一定の値になるまで，粉末をよくかき混ぜてから③と④をくり返した。 

 ⑥ 次に，銅の粉末 1.2ｇについても同じ実験を行った。 

  表は，これらの実験結果から求めた加熱後のステンレス皿内の物質の質量についてまとめたものであ

る。図２は，この結果を用いて，横軸に加熱した回数を，縦軸に加熱後のステンレス皿内の物質の質量をと

り，その関係をグラフに表したものである。 

 

表 

マグネシウムについて 

加熱した回数〔回〕 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

加熱後のステンレス皿内の物質の質量〔ｇ〕 2.0 2.4 2.5 2.5 2.5 2.5 

銅について 
      

加熱した回数〔回〕 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

加熱後のステンレス皿内の物質の質量〔ｇ〕 1.3 1.4 1.5 1.5 1.5 1.5 
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〔実験２〕 〔実験１〕の⑥で，加熱後の質量が一定になったときのステンレス皿内にある物質を 1.0ｇ取り出し

た。この物質 1.0ｇと炭素の粉末 0.50ｇとをよく混ぜて試験管に入れて十分に加熱した。 

  次の問１から問４までの問いに答えよ。 

（愛知県 2007 年度 A） 

問１ 図２より，加熱をくり返すと，加熱後のステンレス皿内の物質の質量は変化しなくなり，一定の値にな

ることがわかる。このときのステンレス皿内で起きた化学変化について述べた文章として最も適当なもの

を，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

ア ステンレス皿内の物質の質量が一定の値になるのは，マグネシウムと銅の質量が決まっているので，

マグネシウムと銅に結びつく酸素の質量にはそれぞれ限界があり，マグネシウムと銅がこれ以上酸化さ

れなくなったからである。 

イ ステンレス皿内の物質の質量が一定の値になるのは，マグネシウムと銅の原子の中に，加熱によってこ

われ，酸化されない原子があるからである。 

ウ ステンレス皿内の物質の質量が一定の値になるのは，マグネシウムと銅の質量が決まっているの

で，マグネシウムと銅に結びつく酸素の質量にはそれぞれ限界があり，マグネシウムと銅がこれ以上

還元されなくなったからである。 

エ ステンレス皿内の物質の質量が一定の値になるのは，マグネシウムと銅の原子の中に，加熱によってこ

われ，還元されない原子があるからである。 

問２ 〔実験１〕の⑥で，ステンレス皿内で銅を加熱したときの化学変化を表す化学反応式を書け。 

問３ 金属の質量とその金属と化合する酸素の質量とは比例の関係にある。〔実験１〕の結果をもとにして，銅

の質量と銅と化合する酸素の質量との関係について，横軸に金属の質量を，縦軸に金属と化合する酸素の

質量をとりグラフに表すと，図３のようになる。マグネシウムの質量とマグネシウムと化合する酸素の質

量はどのような関係になるか。その関係を表すグラフを図３に書き加えよ。 

 

問４ 〔実験２〕の結果，ステンレス皿内から取り出した物質 1.0ｇはすべて反応し，二酸化炭素 0.28ｇが発生

したことがわかった。このとき物質 1.0ｇと反応した炭素は何ｇか。小数第２位まで求めよ。 

 ただし，0.28ｇの二酸化炭素は，すべてこの物質 1.0ｇと炭素の粉末との化学変化により発生したものと

する。 
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問１  

問２  → 

問３ 

 

問４   ｇ 

 

問１ ア 

問２ ２Ｃｕ ＋ Ｏ２ → ２ＣｕＯ 

問３ 

 

問４ 0.08 ｇ 

 

問１ マグネシウムと銅と結びつく酸素の質量は決まっているので，すべてのマグネシウムと銅が酸素と化合する

(酸化)と，これ以上酸素と化合しない。 

問２ 銅Ｃｕと酸素Ｏ２が化合して酸化銅ＣｕＯができる。両辺のＣｕとＯの数が等しくなるように， 

ＣｕとＣｕＯの前に係数２をつける。 

問３ マグネシウム 1.5ｇを加熱すると加熱後の質量が 2.5ｇとなり，酸素が 2.5－1.5＝1.0[ｇ]化合したことがわ

かる。図３で，金属の質量 1.5ｇと酸素の質量 1.0ｇを表す点をとり，原点と結ぶ直線を引く。 

問４ 実験２で取り出した酸化銅中に，図２より，銅と酸素は，銅の質量：酸素の質量＝2.0[ｇ]：0.5[ｇ]＝４：１

の割合で含まれている。酸化銅 1.0g中の酸素の質量は，1.0[ｇ]×１÷５＝0.2[ｇ]。酸素 0.2ｇが炭素と反応し，

二酸化炭素 0.28ｇが発生した。炭素の質量は，0.28－0.2＝0.08[ｇ]。 
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【過去問 37】 

図１のように水を電気分解するために，ある物質を水

に加え，しばらく電流を流すと
いん

陰極(
マイナス

－ 極)からは気体Ａ

が，
よう

陽極(
プラス

＋極)からは気体Ｂが発生した。その後，電源
そう

装
ち

置をはずして図２のように
でん

電
きょく

極に
でん

電
し

子オルゴールをつな

ぐと，電子オルゴールがしばらく鳴り続けた。これについ

て，次の各問いに答えなさい。 

（三重県 2007 年度） 

 

問１ 水を電気分解するために，水に加えたある物質は何か，最も適当なものを下のア～エから一つ選び，そ

の記号を書きなさい。 

ア 
さ

砂
とう

糖 イ エタノール ウ 水酸化ナトリウム エ デンプン 

問２ 水を電気分解したとき，発生した気体Ａ，Ｂはそれぞれ何という気体か，その名称を書きなさい。 

問３ 図２のようなしくみによる発電では二酸化炭素が発生しないが，火力発電では化石燃料の燃焼によって

大量の二酸化炭素が発生する。大気中の二酸化炭素の増加は地球
おん

温
だん

暖
か

化の原因の一つと考えられている

が，それは二酸化炭素にどのような性質があるためか，簡単に書きなさい。 

 

問１  

問２ Ａ  Ｂ  

問３  

 

問１ ウ 

問２ Ａ 水素 Ｂ 酸素 

問３ 地球から宇宙への熱の流れをさまたげる性質があるため。 

 

問１ 純粋な水は電流を通さない。水溶液が電流を通す物質(水酸化ナトリウム)を入れる。 

問２ 陰
いん

極( －
マイナス

極)から水素，陽
よう

極( ＋
プラス

極)から酸素が２：１(体積比)の割合で発生する。 

問３ 二酸化炭素は，地球から宇宙へ放出される熱を吸収し，地球の気温を高めるはたらきがある。 
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【過去問 38】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2007 年度） 

〈実験〉 銅を空気中で加熱したときの化学変化について調べるため，次の①～③の実験を行った。 

① 銅の粉末 3.2ｇをステンレス皿に広げてのせ，全体の質量を電子てんびんで測定したあと，図１の

ようにガスバーナーで十分に加熱した。銅の粉末はすべて酸化銅に変化していた。 

② ステンレス皿がよく冷えたことを確認してから，電子てんびんでふたたび全体の質量を測定すると

0.8ｇふえていた。 

③ ②でできた酸化銅に炭素粉末を加え，図２のように
にゅう

乳
ばち

鉢に入れ，
にゅう

乳
ぼう

棒でよく混ぜ合わせた。その

後，その混合物を試験管Ａに入れて図３のようにガスバーナーで十分に加熱すると，酸化銅と炭素粉

末はすべて反応し，試験管Ａの中に銅ができた。また，そのとき発生した気体を試験管Ｂの
せっ

石
かい

灰
すい

水に

通したところ，石灰水に変化がみられた。 

 

問１ 図１の装置で物質を加熱したとき，銅と同じように加熱したあとの質量が加熱する前よりふえる物質は

何か，最も適当なものを下のア～エから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア マグネシウム イ 酸化銀 ウ 塩化ナトリウム エ 炭酸水素ナトリウム 

問２ 実験①で起きた化学変化を化学
はん

反
のう

応
しき

式で表すとどうなるか，書きなさい。ただし，酸化銅の化学式はＣ

ｕＯである。 

問３ 実験①，②の結果から銅と酸素が化合して酸化銅ができるとき，銅と酸素の質量の比はどのようになる

か，最も簡単な整数比で書きなさい。 

問４ 実験③で，試験管Ｂの石灰水はどのように変化するか，書きなさい。また，この変化から，試験管Ａか

ら出てきた気体は何だとわかるか，化学式で表しなさい。 
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問５ 実験③で，試験管Ａの中で起きた化学変化について説明している文として，最も適当なものを下のア～

エから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 酸化銅と炭素粉末は，ともに還元された。 

イ 酸化銅と炭素粉末は，ともに酸化された。 

ウ 酸化銅は還元され，炭素粉末は酸化された。 

エ 酸化銅は酸化され，炭素粉末は還元された。 

 

問１  

問２  

問３ 銅の質量：酸素の質量＝ ： 

問４ 
変化  

化学式  

問５  

 

問１ ア 

問２ ２Ｃｕ ＋ Ｏ２ → ２ＣｕＯ 

問３ 銅の質量：酸素の質量＝ ４ ： １ 

問４ 
変化 白くにごる。 

化学式 ＣＯ２ 

問５ ウ 

 

問１ 金属を加熱すると，空気中の酸素と化合して質量が増える。 

問２ 銅Ｃｕが酸素Ｏ２と化合して酸化銅ＣｕＯができる。 

問３ 銅の粉末 3.2ｇは，酸素 0.8ｇ(ふえた質量分)と化合する。銅：酸素＝3.2[ｇ]：0.8[ｇ]＝４：１。 

問４ 石
せっ

灰
かい

水
すい

を白くにごらせる気体は，二酸化炭素ＣＯ２である。 

問５ 実験③の化学変化は「酸化銅＋炭素→銅＋二酸化炭素」と表され，酸化銅は還元されて(酸素をうばわれて)

銅に変わり，炭素は酸化されて二酸化炭素になった。 
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【過去問 39】 

化学変化の前後で，物質の質量がどのように変化するのかを調べるため，次の実験を行った。後の問１～問

５の問いに答えなさい。 

（滋賀県 2007 年度） 

【実験１】ペットボトルＡ～Ｆを準備し，その中に塩酸５cm3 の入った試験管を入

れ，図１のようにして質量を測定した。次に，それぞれのペットボトルに

質量の違う石灰石を入れてしっかりとふたをし，図２のようにして塩酸と

石灰石を混ぜて気体を発生させた後，全体の質量を測定した。さらに，石

灰石が溶けたかどうかを観察した後ふたを開け，もう一度全体の質量を測

定した。  

【実験２】石灰石がすべて溶けてしまったペットボトルＡ～Ｄそれぞれに，うすい

水酸化ナトリウム水溶液 10cm3 とＢＴＢ溶液を入れ，よく混ぜ合わせて色

の変化を観察した。表は実験１，２の結果をまとめたものである。  

表         

ペットボトル Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

実験１ 

反
応
前 

石灰石を入れる前の質量(ｇ) 60.8 61.0 60.5 60.8 60.7 61.2 

石灰石の質量(ｇ) 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 

反
応
後 

ふたを開ける前の質量(ｇ) 61.3 62.0 62.0 62.8 63.2 64.2 

ふたを開けた後の質量(ｇ) 61.1 61.6 61.4 62.0 62.4 63.4 

石灰石が溶けたかどうか 
すべて 
溶けた 

すべて 
溶けた 

すべて 
溶けた 

すべて 
溶けた 

一部 
残った 

一部 
残った 

実験２ ＢＴＢ溶液の色 黄 黄 緑 青   

問１ 実験１の結果，どのペットボトルも，反応後のふたを開ける前の質量は，反応前の全体の質量と等しか

った。このように，化学変化の前後で物質全体の質量が変化しないことを何というか。法則名を書きなさ

い。 

問２ 実験１の結果をもとに，石灰石の質量と発生した気体の質量の関係をグラフに表しなさい。ただし，横軸に

石灰石の質量(ｇ)を，縦軸に発生した気体の質量(ｇ)をとることとする。 

問３ 実験１で，反応後のペットボトルＦに塩酸をさらに５cm3加えたとき，発生する気体の質量は何ｇか。求

めなさい。 

問４ 実験２で，ペットボトルＣにうすい水酸化ナトリウム水溶液を入れたときの化学変化を説明したのはど

れか。次のア～ウから１つ選びなさい。 

ア 塩酸と中和したが，塩酸が一部残った。 

イ 塩酸と中和したが，水酸化ナトリウム水溶液が一部残った。 

ウ 塩酸と中和して，塩酸も水酸化ナトリウム水溶液も残らなかった。 
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問５ 実験２で，ペットボトルＡ～Ｄそれぞれに，石灰石をさらに 2.0ｇずつ加えたとき，Ａ～Ｄから発生す

る気体の質量を示したグラフはどのようになると考えられるか。次のア～エから１つ選びなさい。 

 

 

問１  

問２ 

 

問３   ｇ 

問４  

問５  

 

問１ 質量保存の法則 

問２ 

 

問３ 0.4 ｇ 

問４ ウ 

問５ イ 

 

問１ 実験 1のペットボトルＡでは，反応前の質量の合計は，60.8＋0.5＝61.3[ｇ]で，反応後のふたを開ける前の

質量と等しい。 

問２ 発生した気体の質量は，「ふたを開ける前の質量－ふたを開けた後の質量」で求められる。ペットボトルＡで

は，石灰石 0.5ｇに対して，気体が，61.3－61.1＝0.2[ｇ]発生する。 

問３ 問２のグラフより，塩酸 5cm3と石灰石 2.0ｇが過不足なく反応する。ペットボトルＦでは，石灰石が 3.0－

2.0＝1.0[ｇ]残っており，石灰石 1.0ｇで発生する気体の質量は，問２のグラフより 0.4ｇ。 

問４ ペットボトルＣでは，石灰石がすべて反応し，塩酸が残っている。水酸化ナトリウム水溶液を入れると塩酸

と中和して，中性(ＢＴＢ溶液は緑色)になっているので，塩酸も水酸化ナトリウム水溶液も残っていない。 

問５ ペットボトルＡとＢはＢＴＢ溶液が黄色(酸性)で，塩酸が残っているので，石灰石を入れると気体が発生す

る(酸性はＡのほうが強く，発生する気体も多い)。ＣとＤでは，塩酸は残っていない。 
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【過去問 40】 

次の文は，太郎さんと花子さんが，水の電気分解の実験を行い，化学反応式を考えたときの会話の一部であ

る。右の原子の性質について書かれた太郎さんのノートを参考にして，下の問１・問２に答えよ。 

（京都府 2007 年度） 

太郎「水が水素と酸素に分解されたから，このカード①のよ

うに表されるね。」 

 

 太郎さんのノート 

原子の性質 

(ア) 原子は，化学変化によって，それ

以上分けることができない。 

花子「化学反応式は物質を化学式で表すから，このカード②

のようになるのかな。」 

 

 

(イ) 原子は，化学変化によって，なく

なったり，新しくできたり，ほかの種

類の原子に変わったりしない。 

太郎「でも，その化学反応式では，このノートに書いている

原子の性質の      ａ      に合わない

ね。」 

 (ウ) 原子は，種類によって，質量や大

きさが決まっている。 

花子「そうね，ではこのカード③のようにすればいいね。」 

 

  

太郎「そうだね，この化学反応式はｂ個の水の分子が分解し

てｃ個の水素分子と１個の酸素分子ができることを示

しているね。」 

  

問１ 上の会話文中の      ａ      に入るものとして，最も適当なものを，太郎さんのノート

の(ア)～(ウ)から１つ選べ。また，ｂ・ｃに入る適当な数をそれぞれ書け。 

問２ この実験のように，物質が分解したといえるものを，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。 

(ア) 酸化銀を加熱すると，酸素が発生し，銀が残った。 

(イ) 食塩水を加熱すると，水が蒸発し，食塩の結晶が出てきた。 

(ウ) 氷を加熱すると，とけて水になった。 

(エ) 銅を加熱すると，酸化銅ができた。 

 

問１ ａ  ｂ  ｃ  

問２  

 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

78 

問１ ａ (イ) ｂ ２ ｃ ２ 

問２ (ア) 

 

問１ カード②では，Ｏ原子が左辺で１個，右辺に２個ある。Ｏの個数を両辺とも２個にするためにＨ２Ｏの前に２

をつける。Ｈの個数を両辺とも４個にするためにＨ２の前に２をつける。 

問２ (ア)は「酸化銀→銀+酸素」と酸化銀が分解されている。 
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【過去問 41】 

Ｓさんは，右の写真に示した「銅座の跡」と記された石碑をみつけ，これに興味を

もち，調べたところ，江戸時代の大阪に銅の
せい

精
れん

錬所があったことが分かった。この精錬

所では，かつて，銅をふくむ化合物から銅が取り出されていた。そこで，Ｓさんは，銅

という物質に興味をもち，銅の化学変化について調べるため，次の実験１，２を行っ

た。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2007 年度 後期）  

【実験１】 図Ⅰのように，銅の粉末を入れたステンレス皿をガスバーナーでしば

らく加熱すると，銅の粉末は空気中の酸素と反応して酸化銅に変わった。こ

の実験を，ステンレス皿に入れる銅の粉末の質量を変えて，くり返し行った。

表Ⅰは，銅の質量と酸化銅の質量との関係を示したものである。 

 

表１  

銅の質量[ｇ] 0.4 0.8 1.2 1.6 2.0 

酸化銅の質量[ｇ] 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 

問１ 加熱後には銅がすべて酸化銅に変わったものとして，銅の質量と銅と化合した酸素の質量との関係を調

べたい。表Ⅰに示された結果をすべて解答欄の図中に，点(・印)で表しなさい。ただし，解答欄の図中の

点は，その結果のうちの一つを表している。 

問２ 次は，実験１について，Ｓさんと先生が交わした会話の一部である。文中の ① ， ③ に入れるの

に適している数と  ②  に入れるのに適している化学反応式をそれぞれ書きなさい。 

Ｓさん「このときの銅の化学変化を化学反応式で表すには，どのように考えればよいでしょうか。」 

先 生「この化学変化によってできる酸化銅は，銅原子と酸素原子とが（銅原子の個数）：（酸素原子の個

数）＝１：１の割合で結びついてできているものとして考えてください。また，空気中の酸素

分子は ① 個の酸素原子が結びついてできているということにも注意してくださいね。」 

Ｓさん「分かりました。この化学反応式は，    ②    となるのですね。」 

先 生「そのとおりです。また，この実験の結果とこの化学反応式とから，銅原子１個の質量は酸素原子

１個の質量の ③ 倍であることも分かりますね。」 
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【実験２】 酸化銅の黒い粉末 3.2ｇと炭素の粉末 0.3ｇとをよく混ぜた

混合物を乾いた試験管に入れ，図Ⅱのようにガスバーナーで加熱し

た。加熱をやめてしばらくしてからピンチコックを閉じ，試験管が

冷めてから試験管内の物質を取り出して調べたところ，この物質が

銅であると確認することができた。 

 
問３ 次の   の中に示した図は，銅原子を ，酸素原子を ，炭素

原子を というモデルで表して，実験２における酸化銅の化学変化

を表したものである。 

 

① 実験２における化学変化によって，酸化銅は，酸素を失って銅に変化している。このようにある物質が

酸素を失う化学変化は何と呼ばれているか。 

② 酸化銅のように２種類以上の原子でつくられている物質は化合物と呼ばれている。これに対して，銅の

ように１種類の原子でつくられている物質は何と呼ばれているか。 

③ 3.2ｇの酸化銅がすべて酸素を失って銅に変化したとすれば，何ｇの銅が得られると考えられるか。実験

１の結果と   の中に示した図とをもとにして答えなさい。答えは，小数第２位を四捨五入して小数第

１位まで求めること。 

 

問１ 

 

問２ 

①  

②  

③  

問３ 

①  

②  

③  ｇ 
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問１ 

 

問２ 

① ２ 

② ２Ｃｕ＋Ｏ２ → ２ＣｕＯ 

③ ４ 

問３ 

① 還元 

② 単体 

③ 2.6 ｇ 

 

問１ 銅と化合した酸素の質量は，「酸化銅の質量－銅の質量」で求められる。たとえば，銅 2.0ｇと化合した酸素

は，2.5－2.0＝0.5[ｇ]。 

問２ ① 酸素分子Ｏ２は，２個の酸素原子Ｏが結びついている。 

② 銅Ｃｕが酸素Ｏ２と化合して，酸化銅ＣｕＯができる。両辺で，ＣｕとＯの数を等しくする。 

③ 酸化銅 2.5ｇ中の銅は 2.0ｇ，酸素は 0.5ｇで，銅原子と酸素原子は１個ずつ結びついている。銅原子の質量は

酸素原子の，2.0[ｇ]÷0.5[ｇ]＝4[倍]。 

問３ ① 酸化物が酸素を失う化学変化を還元という。 

② 銅Ｃｕも酸素Ｏ２も単体である。 

③ 得られる銅は，3.2[ｇ]×2.0[ｇ]÷2.5[ｇ]＝2.56＝約 2.6[ｇ]。 
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【過去問 42】 

ホットケーキにはふくらし粉が使われており，ふくらし粉にふくまれている炭酸水素ナトリウムのはたらき

によってホットケーキはふっくらと焼きあがる。このことに興味をもったＳさんは，炭酸水素ナトリウムの性質

を調べるため，次の実験１，２を行った。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2007 年度 前期） 

【実験１】 図Ⅰのように，炭酸水素ナトリウムの白い粉末３ｇを乾い

た試験管に入れ，試験管の口を少し下げて，弱い火で加熱し，発

生する気体を石灰水に通したところ，石灰水は白くにごった。ⓐ試

験管の口付近の内側には液体がついているのが観察された。気体

の発生が止まったところで，ガラス管を石灰水から取り出し，そ

の後，ガスバーナーの火を消した。試験管内には，白い固体の物

質が残っていた。  

問１ 炭酸水素ナトリウムの化学式は，ＮａＨＣＯ３である。炭酸水素ナトリウムにふくまれる原子の種類を

原子の記号を用いてすべて書きなさい。異なる種類の原子の記号の間はコンマで区切ること。 

問２ 実験を行うためガスバーナーに点火したところ，炎の色が空気不足を示す赤

みがかった黄色であったので，空気の量を調節したい。次の文中の ① ， 

 ② には図Ⅱ中のＡ，Ｂのいずれかの記号が入り， ③ には図Ⅱ中のア，

イのいずれかの記号が入る。それぞれの   に入れるのに適している記号を

書きなさい。 

ガスバーナーのガスの量を変えずにガスバーナーの空気の量を増やすために

は， ① の調節ねじをおさえて固定し， ② の調節ねじを ③ の方向に

回せばよい。 

 

問３ Ｓさんは，下線部ⓐの液体が水ではないかと予想した。次のうち，水であることを確かめるために用い

るのに最も適しているものはどれか。一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 塩化コバルト紙 イ リトマス紙 ウ 酢酸オルセイン液 エ ＢＴＢ溶液 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

83 

【実験２】 実験１で試験管内に残った白い物質が炭酸水素ナトリウムと異なる物質であるかどうかを確かめる

ため，炭酸水素ナトリウム１ｇを一つのビーカーに，試験管内に残った白い物質１ｇを別のビーカーに入れ

てそれぞれ 20cm3の水を加え水溶液を作り，それぞれのビーカーにフェノールフタレイン溶液を１滴加えた。

炭酸水素ナトリウム水溶液では水溶液の色がうすい赤色になり，白い物質をとかしてできた水溶液では炭酸

水素ナトリウム水溶液に比べ水溶液の色がより濃い赤色になった。 

問４ フェノールフタレイン溶液は，水溶液のある性質を調べるために用いられる。 

① 次のうち，実験１で試験管内に残った白い物質をとかしてできた水溶液と炭酸水素ナトリウム水溶液と

の性質の違いについて述べた文として正しいものはどれか。一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 炭酸水素ナトリウム水溶液に比べて白い物質をとかしてできた水溶液の方が酸性が強い。 

イ 白い物質をとかしてできた水溶液に比べて炭酸水素ナトリウム水溶液の方が酸性が強い。 

ウ 炭酸水素ナトリウム水溶液に比べて白い物質をとかしてできた水溶液の方がアルカリ性が強い。 

エ 白い物質をとかしてできた水溶液に比べて炭酸水素ナトリウム水溶液の方がアルカリ性が強い。 

② 次のうち，フェノールフタレイン溶液を加えても水溶液の色が赤色に変わらないものはどれか。二つ選

び，記号を書きなさい。 

ア アンモニア水 イ うすい塩酸 

ウ 塩化ナトリウム水溶液 エ 水酸化ナトリウム水溶液 

問５ 次の文中の   に入れるのに適している語を書きなさい。また，〔   〕から適切なものを一つ選

び，記号を書きなさい。 

化合物である炭酸水素ナトリウムを加熱すると，気体が発生し加熱する前とは異なる固体と液体とができたこ

とが分かった。このように１種類の物質が２種類以上の物質に分かれる化学変化は ① と呼ばれている。

ホットケーキを作ったときにも同じ化学変化が起こり，発生した②〔ア 酸素  イ 水素  ウ 窒素  

エ 二酸化炭素〕がホットケーキをふくらませたと考えられる。 

 

問１  

問２ ①  ②  ③  

問３  

問４ ①  ②  

問５ ①  ②  

 

問１ Ｎａ，Ｈ，Ｃ，Ｏ 

問２ ① Ｂ ② Ａ ③ ア 

問３ ア 

問４ ① ウ ② イ  ウ 

問５ ① 分解 ② エ 
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問１ ナトリウムＮａ，水素Ｈ，炭素Ｃ，酸素Ｏがふくまれている。 

問２ 空気の量を増やすためには，ガス調節ねじ(図ⅡのＢ)をおさえて，空気調節ねじ(Ａ)を開ける(開ける向きは，

びんのふたを開けるときと同じ向き)。 

問３ 青色の塩化コバルト紙は，水があると赤色(桃色)に変わる。 

問４ ① 炭酸水素ナトリウム水溶液も白い物質(炭酸ナトリウム)をとかしてできた水溶液もアルカリ性であるが，

白い物質をとかしてできた水溶液のほうがアルカリ性が強い(こい赤色になる)。 

② フェノールフタレイン溶液は，アルカリ性の水溶液に対して赤色に変わる。うすい塩酸は酸性，塩化ナトリウ

ム水溶液(食塩水)は中性。 

問５ ① 「Ａ→Ｂ＋Ｃ＋…」の化学変化を分解という。 

② 炭酸水素ナトリウムはふくらし粉(ベーキングパウダー，重曹)として使われ，加熱したときに発生する二酸化

炭素がパンなどをふくらませる。 
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【過去問 43】 

化学変化と質量変化の関係を調べる実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（兵庫県 2007 年度） 

＜実験１＞ 図１の装置で，図２のように塩化アンモニウムと水酸化ナトリウムの混合物に水を少し加えて反

応させるとアンモニアが発生し，ゴム風船がふくらんだ。次に，ふたまた試験管をよく振るとゴム風船がし

ぼんだ。反応の前後で装置全体の質量をはかると，質量は変化していなかった。 

 

＜実験２＞ 図３のように銅の粉末を入れたステンレス皿を，図４のよう

にガスバーナーで加熱し，反応の前後で皿全体の質量をはかると，反

応後の質量の方が大きかった。 

問１ 理科室で発生させたアンモニアの集め方とアンモニアが試験管に

満たされたことを確かめる方法として適切なものを，次のア～エか

ら１つ選んで，その符号を書きなさい。 
 

ア 下方置換で試験管に集め，試験管の口に水でぬらした赤色リトマス紙を近づける。 

イ 下方置換で試験管に集め，試験管の口に水でぬらした青色リトマス紙を近づける。 

ウ 上方置換で試験管に集め，試験管の口に水でぬらした赤色リトマス紙を近づける。 

エ 上方置換で試験管に集め，試験管の口に水でぬらした青色リトマス紙を近づける。 

問２ アンモニアは鼻をさすようなにおいがする。実験を安全に行う上で，試験管に集めた気体のにおいはど

のようにしてかぐのがよいか，書きなさい。 

問３ 実験１において，いったんふくらんだゴム風船が再びしぼんだのはなぜか，その理由を書きなさい。 

問４ 実験２において，銅を加熱することによりできた物質の色と名称を書きなさい。また，そのときの化学

変化を化学反応式で書きなさい。 

問５ 次の文の ① ～ ③ に入る適切な語句を書きなさい。 

実験１において，化学変化の前後で，その変化に関係する物質全体の質量は変わらないことがわかった。

これを ① の法則といい，物質の変化すべてに成り立つ。この法則が成り立つのは，化学変化の前後で物質

をつくる原子の ② は変わるが，その変化に関係する物質の原子の種類と ③ は変わらないためである。 

問６ 銅の加熱においても，化学変化の前後で，その変化に関係する物質全体の質量は変わらないという法則

は成り立つ。しかし，実験２においては，その法則が成り立つことを確かめることができなかった。その

理由を，化学変化に関係する物質に着目して書きなさい。 
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問１  

問２  

問３  

問４ 

色  

名称  

化学反応式  

問５ 

①  

②  

③  

問６  

 

問１ ウ 

問２ 手であおぐようにしてかぐ。 

問３ 発生したアンモニアが水に溶けたため。 

問４ 

色 黒 

名称 酸化銅 

化学反応式 ２Ｃｕ ＋ Ｏ２ → ２ＣｕＯ 

問５ 

① 質量保存 

② 組み合わせ 

③ 数 

問６ 銅と化合する酸素の質量がはかれていなかったため。 

 

問１ アンモニアは水に溶けやすく(アルカリ性)，空気より軽いので，上方置換で集める。 

問２ 発生した気体が有毒なこともあるので，気体を深く吸い込まないようにする。 

問３ 発生したアンモニアが水に溶け，風船の中の圧力が小さくなった。 

問４ 銅Ｃｕは酸素Ｏ２と化合して酸化銅(黒色)ＣｕＯができる。両辺で原子の種類と数をそろえる。 

問５ 原子は種類によって，決まった質量をもっているので，数が同じなら質量も変わらない。 

問６ 加熱後の質量は，銅と化合した酸素の質量分だけ重くなっている。 
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【過去問 44】 

スチールウール（鉄）とエタノールの燃焼について調べるため，次の実験Ⅰ，Ⅱを行った。各問いに答えよ。 

（奈良県 2007 年度） 

実験Ⅰ 図１のように，1.4ｇのスチールウール（鉄）を，ガスバー

ナーを用いて燃焼させた後，その質量をはかると 1.7ｇであっ

た。 

実験Ⅱ エタノールを燃焼さじに入れ，火をつけた後，図２のよう

に，かわいた集気びんの中に入れてふたをした。しばらくする

と火が消え，集気びんの内側には液体がついていた。燃焼さじ

を集気びんから出し，青色の塩化コバルト紙を集気びんの内側

の液体につけると，青色がうすい赤色に変化した。次に，この

集気びんに石灰水を入れてよくふると，石灰水は白くにごった。 

 

 

問１ 鉄の性質について正しく述べたものを，次のア～エのうちから１つ選び，その記号を書け。 

ア 磁石につかない。 イ 電気を通す。 

ウ みがいても光沢がでない。 エ うすい塩酸と反応して酸素を発生する。 

問２ 実験Ⅰで，鉄と化合した酸素の質量はいくらか。その値を書け。 

問３ 次のア～エの変化のうち，物質が酸素と化合したと考えられるものをすべて選び，その記号を書け。 

ア 銅の粉末をステンレス皿に入れて加熱すると，黒色の物質になった。 

イ 塩化ナトリウム水溶液をビーカーに入れて加熱すると，白色の物質が出てきた。 

ウ 酸化銀を試験管に入れて加熱すると，気体が発生して，白色の物質が残った。 

エ 鉄を長期間放置すると，鉄にさびができた。 

問４ 実験Ⅱで，エタノールを燃焼させると２種類の物質ができた。集気びんの内側についていた液体は何

か。その物質の化学式を書け。また，次のア～エのうちから，石灰水を白くにごらせた物質と同じ物質が

できるものを１つ選び，その記号を書け。 

ア 亜鉛にうすい塩酸を加える。  

イ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱する。  

ウ 炭酸水素ナトリウムを加熱する。  

エ 二酸化マンガンにオキシドールを加える。 

問５ 実験Ⅱで，エタノールを燃焼させてできた物質から，エタノールにふくまれていると考えられる原子

を，次のア～オのうちから２つ選び，その記号を書け。 

ア 水素 イ 窒素 ウ 硫黄 エ 塩素 オ 炭素 
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問１  

問２   ｇ 

問３  

問４ 化学式  記号  

問５  

 

問１ イ 

問２ 0.3 ｇ 

問３ ア，エ 

問４ 化学式 Ｈ２Ｏ 記号 ウ 

問５ ア，オ 

 

問１ 鉄は金属で，電気を通し，みがくと光沢がでる。また，磁石につく。金属はうすい塩酸と反応して水素を発

生する。 

問２ 鉄を燃焼(酸素と化合)させると酸化鉄ができる(鉄＋酸素→酸化鉄)。酸素の質量は「燃焼後の質量－鉄の質

量」で求められる。1.7－1.4＝0.3[ｇ] 

問３ アの銅の加熱は「銅＋酸素→酸化銅」の反応である。エは，鉄が空気中の酸素とゆっくり化合し，さび(酸化

鉄)ができる反応。ウは，酸化銀の分解。 

問４ 青色の塩化コバルト紙を赤色に変化させる液体は，水Ｈ２Ｏである。石灰水を白くにごらせた物質は二酸化炭

素で「炭酸水素ナトリウム→炭酸ナトリウム＋水＋二酸化炭素」でも発生する。 

問５ エタノールを燃焼させると，水Ｈ２Ｏと二酸化炭素ＣＯ２ができる。酸素原子Ｏは燃焼のときに化合したとも

考えられるが，水素原子Ｈと炭素原子Ｃはエタノールにふくまれている。 
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【過去問 45】 

鉄と
い

硫
おう

黄の反応について調べるため，図１，図２のような実験を行った。次の各問いに答えなさい。 

（鳥取県 2007 年度） 

実験 

図１のように鉄粉と硫黄をよく混ぜ合わせて，２本の試験管Ａ，Ｂに半分ずつ分け，試験管Ａだけを加熱し反

応させると黒色物質ができた。反応後，よく冷えてから図２のように２本の試験管Ａ，Ｂにうすい塩酸を加えた。 

 

問１ 図１で，試験管Ａの中で起こった鉄と硫黄の反応を，化学反応式で表しなさい。 

問２ 図３はこまごめピペットの持ち方を，表はうすい塩酸の吸い上げ方を示したものである。図２で，こまごめ

ピペットを用いてうすい塩酸を試験管Ａ，Ｂに加えるとき，こまごめピペットの持ち方とうすい塩酸の吸い上

げ方について，正しい組み合わせを，次のア～エからひとつ選び，記号で答えなさい。 

 

表  

 うすい塩酸の吸い上げ方 

ｃ 
ゴム球を押したままピペットの先を液体につ

け，親指をゆるめる。 

ｄ 
ピペットの先を液体につけてからゴム球を押

し，親指をゆるめる。 

  

ア ａとｃ イ ａとｄ ウ ｂとｃ エ ｂとｄ  

問３ 図２で試験管Ｂにうすい塩酸を加えたとき，発生した気体は何か，化学式で答えなさい 
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問４ 鉄と硫黄が反応するときの質量の関係は，

右の図４のようになることがわかっている。 

 いま 23.1ｇの鉄粉を用いて硫黄と反応させ

たところ，反応後にできた黒色物質は 26.4ｇだ

った。 

 このとき反応しなかった鉄の質量は何ｇ

か，小数第１位まで答えなさい。ただし，鉄は

硫黄以外とは反応しなかったものとする。 

 

 

問１ 化学反応式：  → 

問２    

問３  

問４   ｇ 

 

問１ Ｆｅ ＋ Ｓ → ＦｅＳ 

問２ ウ 

問３ Ｈ２ 

問４ 6.3 ｇ 

 

問１ 鉄Ｆｅと硫黄Ｓが反応して硫化鉄ＦｅＳができる。 

問３ 試験管Ｂには鉄が含まれている。うすい塩酸に金属を加えると水素Ｈ２が発生する。 

問４ 図４より，鉄と硫黄は７：４の割合で反応する。黒色物質 26.4ｇのうち，鉄は 26.4[ｇ]×7÷11＝16.8[ｇ]

含まれている。反応しなかった鉄は，23.1－16.8＝6.3[g]。 
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【過去問 46】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（島根県 2007 年度） 

問１ 水の電気分解について，実験１を行った。これについて，下の１～５に答えなさい。 

操作１ 水に水酸化ナトリウムを少量加え，うすい水酸化ナトリウム水溶液を準備した。 

操作２ 図１のように，電気分解装置の中にうすい水酸化ナトリウム水溶液を入れて電流を流したら，両

方の電極で気体が発生した。 

 

１ 操作２で，水ではなく，うすい水酸化ナトリウム水溶液を用いたのはなぜか。その理由として最も適当

なものを，次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

ア ゴムせんや電極を保護するため。 

イ 水に色をつけて観察しやすくするため。 

ウ 反応をゆるやかにするため。 

エ 電流を流れやすくするため。 

２ 操作２で，危険防止のため，電流を流す前に行わなければならないことを，図１中の器具の名称を用い

て簡単に説明しなさい。 

３ 操作２で，陽極に発生した気体の名称と，その確かめ方を簡単に答えなさい。 

４ 操作２でみられるような，物質が分解する化学変化の例として最も適当なものを，次のア～エから一つ

選んで記号で答えなさい。 

ア ビーカーに水を入れ熱したら，たくさんの気泡が出てきた。 

イ 空気が入らないようにして木片を熱したら，燃える気体が出て木炭ができた。 

ウ 食塩水を蒸発皿に入れ熱したら，白い結晶が出てきた。 

エ 鉄と硫黄を混ぜ合わせ熱したら，光と熱が出て硫化鉄ができた。 

５ 操作２における水の化学変化を，化学反応式で表しなさい。 

問２ 酸化銀を銀と酸素に分解する反応について，実験２を行った。これについて，下の１～３に答えなさ

い。 

実験１ 
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（島根県 2007 年度） 

図２のようにステンレス皿の上で酸化銀を十分に熱し，得られた銀の質量を測定した。同様の実験を酸

化銀の質量を変えて合計４回行い，表の結果を得た。 

 

 表      

  １回目 ２回目 ３回目 ４回目  

 酸化銀の質量［ｇ] 1.4 3.0 4.6 6.0  

 得られた銀の質量［ｇ］ 1.3 2.8 4.3 5.6  

       
１ 実験２の結果をもとに，酸化銀にふくまれる銀の質量と酸素の質量の関係を表すグラフをかきなさい。 

２ 実験２で得られた銀が，もとの酸化銀とは異なる物質であることを確かめるため，金属製の薬品さじで

強くこすってみた。その結果を簡単に答えなさい。 

３ 実験２の化学変化を，例にならってモデル図で表しなさい。ただし，酸化銀は○●○，酸素は 

●●，銀は○とする。 

 

 

実験２ 
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問１ 

１  

２  

３ 

名称  

確かめ方  

４  

５  

問２ 

１ 

 

２  

３  

 

問１ 

１ エ 

２ ピンチコックを開ける 

３ 

名称 酸素 

確かめ方 火のついた線香を入れると炎を出して燃える 

４ イ 

５ ２Ｈ２Ｏ→２Ｈ２＋Ｏ２ 

問２ 

１ 

 

２ 金属光沢を示す 

３ 
 

 

問１ １ 純粋な水は電流を通さない。 

問２ ２ 気体が発生すると液体をおしのけるので，ピンチコックを開け，余分な液体をビーカーで受ける。 
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３ 陽極に酸素，陰極に水素が発生する。酸素は他のものを燃やすはたらきがある。 

４ イの燃える気体は水素，木炭は炭素で，木片が水素と炭素に分解している。 

５ 水Ｈ２Ｏが水素Ｈ２と酸素Ｏ２に分解する。 

問２ １ 酸素の質量は「酸化銀の質量－銀の質量」で求められる。１回目では，1.4－1.3＝0.1[ｇ]。 

２ 銀は金属なので，強くこすると金属光沢(金属特有の輝き)を示す。 

３ 化学反応式では「２Ａｇ２Ｏ→Ｏ２＋４Ａｇ」。 

 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

95 

【過去問 47】 

次の問いに答えなさい。 

（岡山県 2007 年度） 

問３ 燃焼さじにのせたエタノールに火をつけて，かわいた集気びんに入れ，ガラス板でふたをしてしばらく

燃焼させた。燃焼後は，集気びんの内側が白くくもっていた。この集気びんの内側に青色の塩化コバルト

紙をつけたところ，青色の塩化コバルト紙の色がうすい赤色になった。次に，燃焼さじを取り出し，集気

びんに石灰水を入れてよく振ると，石灰水は白くにごった。(ア)，(イ)に答えなさい。 

(ア) この実験結果から，エタノールに含まれていると確実に判断できる原子を，原子の種類を表す記号を用

いてすべて書きなさい。 

(イ) エタノールの燃焼にともなって，エタノールのもっていたエネルギーが熱や光のエネルギーに変換され

た。エタノールのもっていた，このエネルギーを何といいますか。 

 

問３ 
(ｱ)  

(ｲ)  

 

問３ 
(ｱ) Ｃ，Ｈ 

(ｲ) 化学エネルギー 

 

問３ (ア) エタノールを燃焼させると，水Ｈ２Ｏと二酸化炭素ＣＯ２ができる。燃焼させるとき，空気中の酸素

Ｏ２と化合するので，Ｏは必ずしもエタノールに含まれているとはいえない。 

(イ) 物質のもっているエネルギーを化学エネルギーという。 
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【過去問 48】 

鉄粉 7.0ｇと
い

硫
おう

黄の粉末 4.0ｇを乳ばちに入れてよく混ぜ合わせ，その混合物を使って，物質の変化を調べる

実験を行った。次の操作と結果についての説明文を読んで，問１～問４に答えなさい。 

（岡山県 2007 年度） 

操作１：混合物の半分を試験管に入れ，磁石を近づけた。次に，この試験管にう

すい塩酸を加えた。 

結果 その混合物は，磁石に引きよせられた。また，うすい塩酸を加え

ると，においのない気体が発生した。 

 

図１ 

操作２：操作１で使用しなかった残り半分の混合物を，図１のようにアルミニ

ウムはくで作った皿にのせ，これを図２のように試験管に入れ，ガスバ

ーナーで加熱した。混合物の一部が赤く変化したとき加熱をやめたが，

その後も変化は続いたので，すべての変化が終わるまで待った。しばら

くして，皿の上に残った物質が冷えた後，この物質の一部を別の試験管

に入れ，磁石を近づけた。次に，この試験管にうすい塩酸を加えた。 
 

図２ 

結果 皿の上に残った物質は，磁石にはつきにくかった。また，うすい塩酸を加えると，強いにおい

のする気体が発生した。 

問１ 発生した気体のにおいを調べるときは，どのようにしてにおいをかげばよいですか。 

問２ この実験から，鉄と硫黄の混合物を加熱すると，別の物質ができたことがわかった。このように判断す

ることができる根拠を，二つ書きなさい。 

問３ 鉄と硫黄が反応するときの化学変化を化学反応式で表しなさい。 

問４ 鉄と硫黄が反応するときのように，２種類以上の物質が結びついて別の新しい物質ができる化学変化を

化合というが，化合であるといえるのは，⑴～⑷のうちではどれですか。 

⑴ 銅粉を加熱すると黒色の物質になった。 

⑵ 水を加熱すると水蒸気になった。 

⑶ 酸化銀を加熱すると気体が発生した。 

⑷ うすい水酸化ナトリウム水溶液に電流を流すと気体が発生した。 
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問１  

問２ 

 

 

問３  

問４  

 

問１ 手であおぐようにしてかぐ。 

問２ 

反応の前後で，磁石へのつきかたが違うこと。 

塩酸との反応で，においの異なる気体が発生したこと。 

問３ Ｆｅ ＋ Ｓ → ＦｅＳ 

問４ (1) 

 

問１ 発生した気体が有毒な場合もあるので，深く吸い込まないようにする。 

問２ 鉄と硫黄の混合物を加熱してできた物質は，磁石にはつかず(混合物は磁石につく)，塩酸を加えるとにおい

のする気体が発生する(混合物の場合は，においのない気体が発生する)。 

問３ 鉄Ｆｅと硫黄Ｓが反応して硫化鉄ＦｅＳができる。 

問４ ⑵は状態変化。⑶と⑷は，化学変化のうち分解の反応である。 

 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

98 

【過去問 49】 

次の問いに答えなさい。 

（広島県 2007 年度） 

問１ 図に示した実験装置を用いて，金属の粉末を加熱して酸化物をつくる実験をしました。表１は，銅の質

量を変えて実験し，そのときの銅の質量とできた酸化銅の質量を示したものです。表２は，マグネシウム

の質量を変えて実験し，そのときのマグネシウムの質量とできた酸化マグネシウムの質量を示したもので

す。これについて，下の⑴～⑷に答えなさい。 

 

 

表１      

銅の質量〔ｇ〕 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20 

酸化銅の質量〔ｇ〕 0.50 0.75 1.00 1.25 1.50 

表２ 
     

マ グ ネ シ ウ ム の 質 量 〔 ｇ 〕 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20 

酸化マグネシウムの質量〔ｇ〕 0.67 1.00 1.33 1.67 2.00 

⑴ 次の文は，この実験を安全に行うための操作について述べたものです。文中の    にあてはまる語

句を書きなさい。 

金属の粉末の加熱をやめた後，   ことを確認してから，酸化物と皿全体の質量を測定する。 

⑵ マグネシウムと酸素が化合してできた物質を，マグネシウム原子を ，酸素原子を として，モ

デルを用いて表しなさい。 

⑶ 表１をもとに，銅の質量と銅と化合した酸素の質量との関係を表すグラフをかきなさい。 

⑷ 表２をもとに，酸化マグネシウムに含まれるマグネシウムの質量と酸素の質量の比を求め，それを最も

簡単な整数の比で書きなさい。 
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問１ 

⑴  

⑵  

⑶ 

 

⑷ マグネシウムの質量：酸素の質量＝        ：   

 

問１ 

⑴ 皿が十分冷えた 

⑵ 
 

⑶ 

 

⑷ ３：２ 

 

問１ ⑴ 金属製のステンレス皿を使うので，皿も加熱されている。 

⑵ マグネシウムＭｇと酸素Ｏが化合してできた物質は酸化マグネシウムＭｇＯである。 

⑶ 「銅＋酸素→酸化銅」と反応するので，化合した酸素の質量は，「酸化銅の質量－銅の質量」で求められる。銅

の質量が 0.40ｇのとき，化合した酸素の質量は，0.50－0.40＝0.10[ｇ]。同様に，銅が 0.60ｇ，0.80ｇ，1.00ｇ，

1.20ｇのとき，酸素はそれぞれ 0.15ｇ，0.20ｇ，0.25ｇ，0.30ｇである。 

⑷ マグネシウムの質量が 1.20ｇのとき，化合した酸素の質量は，2.00－1.20＝0.80[ｇ]。マグネシウムの質量：

酸素の質量＝1.20[ｇ]：0.80[ｇ]＝３：２。 
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【過去問 50】 

化学変化の前後で，物質の性質がどのように変化するかを調べるために，次の実験を行った。下の問１～問

４に答えなさい。 

（山口県 2007 年度） 

［実験１］ 

① ２本の試験管に同じ質量の炭酸水素ナトリウム

を入れた後，一方の試験管を使って，図１のよう

な装置を組み立てた。 

② ガスバーナーに点火し，試験管を加熱すると，

ガラス管の先から泡が出てきた。その後，しばら

く加熱を続けた。 

③ ガラス管を水からぬいた後に加熱をやめ，試験

管の温度が下がるのを待った。 

図１ 

 

④ それぞれの試験管に同じ体積の水を入れ，中の物質を溶かした後，フェノールフタレイン液を２

滴ずつ加えた。色を比較したところ，加熱後の物質の水溶液はこい赤色であったが，加熱しなかっ

た炭酸水素ナトリウムの水溶液はうすい赤色であった。 

［実験２］ 

① 鉄粉と硫黄を乳鉢に入れてよく混ぜ合わせ，２

本の試験管に半分ずつ分けた後，一方の試験管を

使って，図２のような装置を組み立てた。 

② 試験管中の物質の上部をガスバーナーで加熱し

て，物質の色が赤く変わったところで加熱をやめ

た。加熱をやめても反応は続いた。 

③ 試験管の温度が下がるのを待った。 

図２ 

 

④ それぞれの試験管にうすい塩酸を２滴ずつ加えたところ，両方の試験管の中から気体が発生し

た。発生した気体のにおいをかぐと，加熱した物質から発生した気体にはにおいがあったが，加熱しな

かった物質から発生した気体にはにおいがなかった。 

問１ 実験１では，図１のように試験管の口を少し下げてとりつける必要がある。これは，炭酸水素ナトリウ

ムを加熱したときに発生する物質の１つが試験管の底にもどるのを防ぐためである。この物質は何か。書

きなさい。 

問２ 実験１の④において，加熱後の物質の水溶液の性質は，加熱しなかった炭酸水素ナトリウムの水溶液の

性質と比較して，どのような違いがあるか。簡潔に書きなさい。 

問３ 実験２の④のように，気体が発生したときには，どのようにしてにおいをかぐのが適切か。書きなさ

い。 

問４ 実験２において，試験管を加熱すると，鉄と硫黄が化合して硫化鉄ができた。この変化を化学反応式で

書きなさい。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ 水 

問２ アルカリ性が強くなっている。 

問３ 手であおぐようにする。 

問４ Ｆｅ ＋ Ｓ → ＦｅＳ 

 

問１ 発生した水が試験管の底の加熱部分にもどると，試験管が割れるおそれがある。 

問２ 加熱後の炭酸ナトリウムは，フェノールフタレイン液でこい赤色を示すのでアルカリ性が強い。 

問３ 有毒な気体が発生するかもしれないので，気体を深く吸い込まない。 

問４ 鉄Ｆｅと硫黄Ｓが化合して硫化鉄ＦｅＳができる。 
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【過去問 51】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2007 年度） 

問５ 図２は，炭酸水素ナトリウムを入れた試験管を加熱

し，発生した気体を水上置換法で集める実験をしてい

るようすを表したものである。この実験で，加熱をや

めるときは，ガラス管の先を水そうからぬいておかな

ければならない。その理由は何か，書きなさい。 

 

問６ 身のまわりの物質の分類に関して述べた文として，正しいものはどれか，ア～エからすべて選びなさ

い。 

ア 鉄は無機物であり，紙は有機物である。 

イ 銀は単体であり，酸素は化合物である。 

ウ マグネシウムは金属であり，硫黄は非金属である。 

エ 塩素は純粋な物質であり，塩化ナトリウムは混合物である。 

問７ マグネシウムにうすい硫酸を加えて発生させた気体と，二酸化マンガンにオキシドールを加えて発生さ

せた気体を，青色の塩化コバルト紙を入れた無色透明な１つのビニル袋に集めた。集めた気体に電気の火

花で点火すると，音がして，塩化コバルト紙はうすい赤色になった。点火したときの，集めた気体の反応

を化学反応式で書きなさい。 

 

問５  

問６  

問７  

 

問５ 水が試験管に入ってくるのを防ぐため。 

問６ ア，ウ 

問７ ２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ 

 

問５ ガラス管の先を水に入れたまま加熱をやめると，試験管の中の水蒸気が水に変わり，試験管の中の圧力が

下がり，水が試験管に入ってくる。 

問６ イで，酸素Ｏ２は単体である。エで，塩化ナトリウムＮａＣｌは純粋な物質である。 

問７ 水素Ｈ２と酸素Ｏ２が反応して，水Ｈ２Ｏ(塩化コバルト紙で赤色)ができる。 
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【過去問 52】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2007 年度） 

問２ うすい塩酸と石灰石の粉末を反応させる実験を行った。⒜～⒞に答えなさい。 

実験 

① 図２のように，うすい塩酸 100cm3を入れた三角フラスコを電

子てんびんにのせ，三角フラスコ全体の質量を測定すると，

211.0ｇであった。 

② 図３のように，三角フラスコを電子てんびんにのせたまま，

三角フラスコ内のうすい塩酸に石灰石の粉末 2.0ｇを加えて，

気体が発生しなくなるまでじゅうぶんに反応させ，気体が発生

しなくなったときの三角フラスコ全体の質量を測定した。 

③ 三角フラスコ内に石灰石の粉末2.0ｇを追加し，気体が発生し

なくなったときの三角フラスコ全体の質量を測定した。 

④ ③の操作を，加えた石灰石の粉末の質量の合計が 10.0ｇに

なるまで繰り返した。 

 

 

 結果       

 石灰石の粉末を加えた回数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目  

 石灰石の粉末の質量の合計〔ｇ〕 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0  

 三角フラスコ全体の質量〔ｇ〕 212.2 213.4 214.6 216.6 218.6  

        

⒜ 石灰石の粉末を加えたとき，気体が初めて発生しなかったのは，石灰石の粉末を加えた回数が何回目の

ときか，書きなさい。 

⒝ 石灰石の粉末の質量の合計と発生した気体の質量の合計の関係を表すグラフを，解答用紙に書きなさ

い。 

⒞ 石灰石の粉末 45.0ｇをすべて反応させるためには，この実験で用いたうすい塩酸と同じ濃さの塩酸の体

積は少なくとも何 cm3必要か，求めなさい。 
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問２ 

⒜   回目 

⒝ 

 

⒞   cm3 

 

問２ 

⒜ ４ 回目 

⒝ 

 

⒞ 750 cm3 

 

問２ ⒜ ３回目から４回目で，石灰石の質量は 2.0ｇ，三角フラスコ全体の質量も 2.0ｇ増えており，気体が発生

していないことがわかる(気体が発生すると全体の質量は 2.0ｇより少なくなる)。 

⒝  発生した気体の質量は，「石灰石の質量－(三角フラスコ全体の質量－211.0)」で計算できる。 

⒞  ⒝のグラフより，塩酸 100cm3と石灰石 6.0ｇが過不足なく反応している。石灰石 45.0ｇのとき，必要な塩酸

は，100[cm3]×45.0[ｇ]÷6.0[ｇ]＝750[cm3]。 
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【過去問 53】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2007 年度） 

問２ 物質の分解や化合，エネルギーの移り変わりについて調べるために，次の実験Ⅰ～Ⅲをした。これに関

して，あとの⑴～⑸の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 次の図Ⅰのように，簡易電気分解装置で水に水酸化ナトリウム水溶液を加えて電気分解すると，それ

ぞれの電極に気体が発生した。しばらく電気分解した後，電源をはずして電極に電子オルゴールをつな

ぐと，電子オルゴールがしばらく鳴り続けた。 

図Ⅰ  

⑴ 実験Ⅰの電気分解で，水に水酸化ナトリウム水溶液を加えるのはなぜか。次のア～エのうち，その理由

として最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア 発生した気体が水にとけないようにするため 

イ 水に色がつくようにするため 

ウ 気体以外の物質が発生しないようにするため 

エ 水に電流が流れるようにするため 

⑵ 実験Ⅰの電気分解によって，水素と酸素が発生した。水素や酸素のように１種類の原子だけからできて

いる物質は，何と呼ばれるか。その名称を書け。 

実験Ⅱ 右の図Ⅱのような装置に，水素と酸素の混合気体を入れ，点

火したところ，爆発音がして熱や光が発生し，プラスチックの

筒の中の水面が上昇した。 

⑶ 次の文は，実験Ⅰ，Ⅱの結果から，エネルギーの移り変わりに

ついて述べようとしたものである。文中のア，イの   内にあ

てはまる最も適当な言葉を，それぞれ書け。 

実験Ⅰでは，水素と酸素がもっていた ア エネルギーが，

化学変化により イ エネルギーに移り変わって，電子オルゴ

ールを鳴らした。 

図Ⅱ 

 

実験Ⅱでは，水素と酸素がもっていた ア エネルギーが，化学変化により熱や光などのエネルギーに

移り変わった。 
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実験Ⅲ 右の図Ⅲのように，酸化銀の黒い粉末 5.8ｇをステンレス皿に入

れて熱した後，よく冷やしてから質量をはかった。さらに，再び熱し

て，よく冷やしてから質量をはかった。この操作を繰り返し行い，ス

テンレス皿の中の物質の質量の変化を調べた。下の表はその結果を

まとめたものである。この実験で，酸化銀の黒い粉末は，少しずつ白

い固体に変化し，３回目に熱した後は，すべて白い固体になり，それ

以上変化しなかった。 

図Ⅲ 

 

熱  し  た  回  数 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

 
加熱後のステンレス皿 

の中の物質の質量〔ｇ〕 
5.8 5.6 5.5 5.4 5.4 5.4 

⑷ 実験Ⅲは，実験Ⅰの電気分解と同じように物質が分解する反応である。実験Ⅲにおいて，１回目の加熱

の後，ステンレス皿の中の物質 5.6ｇのうち，分解せずに残っている酸化銀は何ｇであったと考えられる

か。 

⑸ 実験Ⅲで，酸化銀を加熱すると質量が小さくなったのは，分解により発生した物質が空気中ににげてし

まったからであると考えられる。空気中ににげた物質の質量と加熱後にステンレス皿に残った物質の質量

を合わせると，加熱前の酸化銀の質量と変わらない。これは，化学反応の前後で物質全体の質量は変わら

ないという法則から説明することができる。この法則は何と呼ばれるか。その法則名を書け。 

 

問２ 

⑴  

⑵  

⑶ ア  イ  

⑷   ｇ 

⑸  

 

問２ 

⑴ エ 

⑵ 単体 

⑶ ア 化学 イ 電気 

⑷ 2.9  ｇ 

⑸ 質量保存の法則 

 

問２ ⑴ 純粋な水は電流を通さない。 

⑶ 物質がもっているエネルギーを化学エネルギーという。化学エネルギーは化学変化によって，電気エネルギー

や熱エネルギーに変えることができる。 

⑷ 酸化銀 5.8ｇが完全に反応すると，質量が 5.8－5.4＝0.4[ｇ]減少する(分解した酸素の量)。１回目では，質量

が 5.8－5.6＝0.2[ｇ]減少しているので，酸化銀 2.9ｇが反応している。 
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【過去問 54】 

化学変化に関する次の問１～問７の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2007 年度） 

［実験１］ うすい水酸化ナトリウム水溶液を電気分解装置に満たし，電流を流

すと，図１のように水が電気分解され，気体Ａ，気体Ｂがそれぞれ発生し

た。 

問１ 実験１において，
じゅん

純
すい

粋な水（
せい

精
せい

製水）で電気分解を行わなかったのは

なぜか。その理由を，「電流」という言葉を用い，解答欄の書き出しに続け

て簡単に書け。  

問２ 実験１を行っていたとき，水酸化ナトリウム水溶液が手についた。このとき，すぐに行わなければなら

ない処置は何か。次のア～エから最も適当なものを一つ選び，その記号を書け。 

ア すぐに，うすい塩酸で中和する。 イ すぐに，氷で冷やす。 

ウ すぐに，大量の水で洗い流す。 エ すぐに，乾いたタオルでふく。 

問３ 集まった気体Ａの性質を調べた結果，気体Ａは酸素であることが分かった。次のア～エのうち，酸素に

ついて述べたものとして最も適当なものを一つ選び，その記号を書け。 

ア 水に非常によくとける気体である。 イ 鼻をさす特有のにおいがある。 

ウ 
ほのお

炎をあげて燃える気体である。 エ 物質を燃やすはたらきがある。 

問４ 集まった気体Ｂに火のついたマッチを近づけると，ポンという音を立てて気体Ｂが燃えた。気体Ｂが燃

えてできた物質の化学式を書け。 

問５ 実験１で発生した気体Ａ，気体Ｂは，それぞれ１種類の原子からできている単体である。水のように２

種類以上の原子からできている純粋な物質を，単体に対して何というか。その名称を書け。 

［実験２］ 黒色の酸化銅(ＣｕＯ)と炭素の粉末をよく混ぜ合わせ，これを図２のように試験管Ｐに入れて十分

に加熱すると，試験管Ｐの中に赤色の物質ができた。また，発生した気体を試験管Ｑの石灰水に通すと，白

く
にご

濁った。 

問６ 実験２でできた下線部の物質の性質を調べると，金属であることが確認できたので，酸化銅(ＣｕＯ)と

炭素が反応して銅ができたことが分かった。 

⑴ 次のア～エのうち，金属の銅の性質について述べたものとして適当でないものを一つ選び，その記号を

書け。 

ア 金づちでたたくとうすくのびる。 イ 磁石につく。 

ウ みがくと
こう

光
たく

沢が見られる。 エ 電流がよく流れる。 

⑵ 実験２で，酸化銅(ＣｕＯ)と炭素が反応して銅ができたときの化学変化を，化学反応式で表すとどうな

るか。解答欄の   に当てはまる化学式をそれぞれ書き，化学反応式を完成させよ。 

問７ 酸化銅(ＣｕＯ)から銅を 5.2ｇ取り出すには，酸化銅は何ｇ必要か。ただし，酸化銅はすべて反応して

銅に変化するものとし，酸化銅に含まれる銅と酸素の質量の比は４：１とする。 



5 化学変化と原子・分子(中２) 原子・分子・化学反応 2007 年度 

108 

 

問１ 

純粋な水は，  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６ 

⑴  

⑵ ２ＣｕＯ［＋［ ［→［２ ［＋ 

問７   ｇ 

 

問１ 純粋な水は，電流がほとんど流れないから。 

問２ ウ 

問３ エ 

問４ Ｈ２Ｏ 

問５ 化合物 

問６ 

⑴ イ 

⑵ ２ＣｕＯ［＋［ Ｃ  → ２ Ｃｕ ［＋［ ＣＯ２  

問７ 6.5 ｇ 

 

問１ 純粋な水は電流をほとんど通さないので，電流が流れる水酸化ナトリウム水溶液で実験する。 

問２ 酸性やアルカリ性の水溶液が手につくと皮膚を傷めるので，すぐに大量の水で洗い流す。 

問３ 酸素は他のものを燃やすはたらきがある。炎をあげて燃える気体は水素。 

問４ 気体Ｂは水素で，燃える(酸素と化合する)と水Ｈ２Ｏができる。 

問５ 化合物は，２種類以上の物質が化合してできた物質である。 

問６ ⑴ ア，ウ，エは金属に共通する性質であるが，磁石につくのは鉄など一部の金属にすぎない。 

⑵ 炭素，銅の化学式はそれぞれＣ，Ｃｕ。石灰水を白く濁らせた気体は二酸化炭素ＣＯ２である。 

問７ 酸化銅中の銅：酸素＝４：１なので，銅４に対して酸化銅５が必要。5.2[ｇ]×5÷4＝6.5[ｇ] 
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【過去問 55】 

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2007 年度） 

問４ 図のように，空気中でマグネシウムをガスバーナーで熱すると，燃焼し

た。このことについて，次の⑴・⑵の問いに答えよ。 

⑴ このとき，マグネシウムは空気中の酸素と化合し，酸化マグネシウムと

なった。この変化を化学反応式で表すとどうなるか。   に当てはまる

化学式を書け。 

２Ｍｇ ＋ Ｏ２ → ２  

 

⑵ マグネシウムの燃焼で出た熱や光は，化学変化によって生じたエネルギーである。このように，化学変

化によってエネルギーが生じた例として正しいものはどれか。次のア～エから一つ選び，その記号を書

け。 

ア ギターの弦をはじくと音がした。 

イ 携帯用カイロをふって中身をまぜ合わせると発熱した。 

ウ 高い山に登ると，密封された菓子ぶくろが，ぱんぱんにふくらんだ。 

エ 空気が乾燥した日に，金属のドアノブに手を近づけるとパチッと音がして一瞬光った。 

 

問４ 
⑴  

⑵  

 

問４ 
⑴ ＭｇＯ 

⑵ イ 

 

問４ ⑴ 化学反応式の左辺には，ＭｇとＯがそれぞれ２個ずつある。右辺には係数の２があるので，酸化マグネ

シウムはＭｇとＯがそれぞれ１個ずつが結びついており，化学式はＭｇＯとなる。 

⑵ イでは，携帯用カイロに含まれている鉄粉が空気中の酸素と化合し，発熱した（「鉄＋酸素→酸化鉄」の反

応）。ウは大気圧，エは静電気に関係している。 
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【過去問 56】 

スチールウールを加熱してできる物質を調べる実験を行った。まず，

図１のように，針金で固定したスチールウールを，ガスバーナーで加熱し

た。次に，図２のように，炎からはずして，すぐにガラス管で空気をゆっ

くりと送った。下の  内は，この実験の際の
まこと

誠さんと
めぐみ

恵さんと先生の

会話の一部である。次の各問の答を，答の欄に記入せよ。 

（福岡県 2007 年度） 

 

先生 「スチールウールは鉄でできていますが，加熱した後，別の物質に変わると思いますか。」 

 誠 「鉄のままだと思います。鉄のなべは，加熱しても見た目は変わっていないからです。」 

 恵 「スチールウールは金属だから，燃えなくて，鉄のままだと思います。」 

先生 「それでは実験をして，確かめてみましょう。」 

  【スチールウールを加熱したときの変化を調べる実験を行う】 

 恵 「ガラス管で空気を送ったとき，スチールウールは燃えたようでした。」 

 誠 「冷えた後，
こう

光
たく

沢がなくなっていますし，もんでみると，もろくなっていて，金属の性質がありません。」 

先生 「よいところに気づきましたね。加熱後に，光沢がなくなったことや，もろくなったことから，鉄は別

の物質に変わったと考えられます。他の方法でも，確かめて確かめてみましょう。」 

問１ 図２で，空気を送る理由として最も適切なものを，次の１～４から１つ選び，番号で答えよ。 

１ はやく冷やすため。 ２ ゆっくり加熱するため。 

３ 酸素を
じゅう

十
ぶん

分に送るため。 ４ 二酸化炭素を
じゅう

十
ぶん

分に送るため。 

問２ 会話文中の下線部で示した，「光沢がなくなった」や「もろくなった」こと以外で，加熱後の物質が，鉄

とは別の物質になったことを確認する実験の方法を，１つ簡潔に書け。 

問３ 下の 内は，これらの実験についてのまとめとして，先生が生徒に説明した内容の一部である。文中

の（ア），（イ）に適切な語句を入れよ。 

スチールウールを加熱すると，スチールウールの鉄は（ア）という物質に変わります。また，いろいろな

ものに使われている鉄板は，そのまま空気中に長く放置しておくと，表面に（イ）とよばれるものが生じま

す。鉄板の表面にできた（イ）のおもな成分は，鉄がゆっくり変化してできた（ア）なのです。 

 

問１  

問２  

問３ 
(ア)  

(イ)  
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問１ ３ 

問２ 
例 

うすい塩酸に入れる。 

問３ 
(ア) 酸化鉄 

(イ) さび 

 

問１ スチールウールは空気中の酸素と化合している。 

問２ 加熱後の物質をうすい塩酸に入れても気体は発生しない。 

問３ 「鉄＋酸素→酸化鉄」の反応。スチールウールを加熱すると，鉄は空気中の酸素とすぐに化合するが，鉄を

空気中に放置しておくと，鉄は空気中の酸素とゆっくり化合し，さび(酸化鉄)をつくる。 
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【過去問 57】 

気体が発生する化学変化について，問１，問２の問いに答えなさい。 

（佐賀県 2007 年度 後期） 

問１ 実験を安全に行うために，適切な濃度にうすめた過酸化水素水を使って，【実験１】，【実験２】を行っ

た。⑴～⑷の各問いに答えなさい。 

① 図１のような装置を用いて，うすい過酸化水素水を二酸化マンガンにふれさせ，気体を発生させ

た。 

② 発生した気体を容器に集めた。 

③ 発生した気体の入った容器に，火のついたロウソクを入れたら，ロウソクの火は勢いよく燃えた。 

 

⑴ 【実験１】の①で，発生した気体は何か。その化学式を書きなさい。 

⑵ 図１のＡには，気体を集める方法が入る。その方法として，最も適当なものを，次のア～ウの中から一

つ選び，記号を書きなさい。 
     

【実験１】 
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① 図２のように，プラスチック容器（以下容器とする）にうすい過酸化水素水と二酸化マンガンを分

けて入れ，しっかりとふたを閉めて容器全体の質量をはかった。 

② 図３のように，ふたを閉めたまま，容器をかたむけてうすい過酸化水素水を二酸化マンガンにふれ

させ，気体を発生させた。 

③ しばらくして，反応が終わったのを確認した後，密閉した状態で容器全体の質量をはかったら，気

体を発生させる前の質量と変わらなかった。 

④ 次に容器のふたをはずし，しばらくして，再度しっかりとふたを閉め，容器全体の質量をはかっ

た。 

     

⑶ 【実験２】の③で，容器全体の質量が変わらなかったのはなぜか。その理由を「種類」，「数」，「原子」

という語句をすべて用いて，簡潔に書きなさい。 

⑷ 【実験２】の④で，容器全体の質量はどのように変化するか。理由をふくめて，簡潔に書きなさい。 

問２ 身のまわりの物質Ａを使って，【実験３】を行った。⑴～⑷の各問いに答えなさい。 

① 図４のように，物質Ａをガスバーナーで十分に加熱したところ，加熱した試験管中に白い物質Ｂが

生じた。また，加熱中，気体が発生し，その気体を石灰水に通したら，白くにごった。 

② 物質Ｂが生じた試験管の口には液体ができていた。この液体に塩化コバルト紙をつけて色の変化を

調べたら，液体は水であることがわかった。 

③ 物質Ａ，物質Ｂをそれぞれ水の入った試験管に同量入れ，溶けるようすを観察したら，図５のよう

に，物質Ａは一部溶けずに残り，物質Ｂはすべて溶けた。 

④ ③でつくった物質Ａ，物質Ｂそれぞれの水溶液の上ずみをとり，それぞれにフェノールフタレイン

液を数滴ずつ入れたら，どちらも赤色になったが，こい赤色になったのは，物質Ｂのほうだった。 

【実験２】 

【実験３】 
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⑴ 【実験３】の②で，塩化コバルト紙は何色から何色に変化したか。最も適当なものを，次のア～カの中

から一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 黄色から青色 イ 黄色から赤色 ウ 赤色から青色 

エ 赤色から黄色 オ 青色から黄色 カ 青色から赤色 

⑵ 【実験３】の④で，物質Ｂの水溶液の性質として正しいものを，次のア～ウの中から一つ選び，記号を

書きなさい。 

ア 酸性 イ 中性 ウ アルカリ性 

⑶ 【実験３】で，物質Ａは，加熱により，気体，水，物質Ｂの３つに分かれた。このように，１種類の物

質が２種類以上の物質に分かれる化学変化を何というか，書きなさい。 

⑷ 物質Ａは何であると考えられるか。最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさ

い。 

ア 
じゅう

重そう（炭酸水素ナトリウム） イ 食塩（塩化ナトリウム） 

ウ 小麦粉 エ 砂糖 

 

問１ 

⑴  

⑵  

⑶  

⑷  

問２ 

⑴  

⑵  

⑶  

⑷  
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問１ 

⑴ Ｏ２ 

⑵ ウ 

⑶ 化学変化の前後で，原子の種類と数は変わらないから。 

⑷ 容器の中から気体が出ていくので，容器全体の質量は小さくなる。 

問２ 

⑴ カ 

⑵ ウ 

⑶ 分解 

⑷ ア 

 

問１ ⑴ うすい過酸化水素水(オキシドール)と二酸化マンガンとで酸素Ｏ２が発生する。 

⑵ 酸素は水に溶けにくいので，水上置換法で集める。 

⑶ 密閉した容器で反応させると，化学変化の前後で質量は保存される(質量保存の法則)。 

問２ ⑴ 青色の塩化コバルト紙を水につけると，赤色に変わる。 

⑵ フェノールフタレイン液で赤色を示す水溶液はアルカリ性である。 

⑷ 炭酸水素ナトリウム(物質Ａ)→炭酸ナトリウム(物質Ｂ)＋水(液体)＋二酸化炭素(気体) 
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【過去問 58】 

次の文は，理科クラブ員のアリアさんとゲンさんが，ある日の活動で交わした会話と実験のようすである。

実験で使った水溶液は，適切な濃度にうすめられていた。各問いに答えなさい。 

（佐賀県 2007 年度 前期） 

アリア： 今日の実験で使った水溶液がビーカーに残っているわ。 

ゲン ： 本当だ。ビーカーは４つあるけど，どれも色もにおいもないし，ラベルもないので，何が入ってい

るのかわからないね。 

アリア： 今日は，うすい硫酸，水酸化ナトリウム水溶液，水酸化バリウム水溶液，それに蒸留水を使ったけ

ど，区別しないと安全に捨てられないわね。 

ゲン ： じゃあ，これらのビーカーの中に何が入っているか，調べてみよう。 

  二人は，４つのビーカーに入っている液体をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄとして，実験を始めた。 

液体Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄをそれぞれ赤色及び青色リトマス紙につけたところ，次の〔結果１〕のようになった。 

〔結果１〕  液体Ａ 液体Ｂ 液体Ｃ 液体Ｄ  

 赤色リトマス紙 変化なし 青に変化 青に変化 変化なし  

 青色リトマス紙 変化なし 変化なし 変化なし 赤に変化  

 

 

液体Ｂ，Ｃを少量試験管にとり，それぞれに液体Ｄを少量加えたところ，次の〔結果２〕のようになった。 

〔結果２〕 液体Ｂ 液体Ｃ  

 変化なし 白い沈殿が生じた  

    

ゲン ： この実験の結果だと，液体Ａは（ ① ）だね。 

アリア： 私もそう思うわ。ねえ，②液体Ａの沸点を調べてみない。そうすれば，私たちの考えが正しいこと

を確かめられるわ。 

ゲン ： 液体Ｂ，液体Ｃ，液体Ｄもそれぞれが何だったか，区別できたね。 

アリア： 物質にはそれぞれ性質のちがいがあるからよね。たとえば，③マグネシウムを入れると，液体Ｄだ

けが反応して気体が発生するわ。 

ゲン ： よし，次は液体Ｂと液体Ｄを使って，中性の溶液をつくろう。そうすれば，液体を安全に捨てるこ

とができるよ。 

【実験１】 

【実験２】 
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［手順１］ 液体Ｄをビーカーに５cm3とり，緑色のＢＴＢ液を数滴加えたところ，溶液の色が黄色になった。 

［手順２］ 黄色になった溶液に，こまごめピペットで液体Ｂを１cm3加え，④ある操作を行った。これを数

回繰り返したとき，液体の色が黄色から青色に変化した。 

［手順３］ 青色になった溶液に，こまごめピペットで液体Ｄを１滴加え，④ある操作を行い，これを繰り返

して溶液の色を緑色にした。 

問１ 会話文の（ ① ）の液体は何か。その名称を書きなさい。 

問２ 次の文は，下線部②の実験を行った結果を述べたものである。文中の（ ア ），（ イ ）に適する数

値や語句を書きなさい。 

液体Ａは，沸とうしているときの温度が（ ア ）℃で，すべて蒸発するまで，その温度が 

（    イ    ）。 

問３ 液体Ｂ，Ｃ，Ｄの組合せとして正しいものを，次のア～カの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

 液体Ｂ 液体Ｃ 液体Ｄ 

ア 水酸化ナトリウム水溶液 うすい硫酸 水酸化バリウム水溶液 

イ うすい硫酸 水酸化バリウム水溶液 水酸化ナトリウム水溶液 

ウ 水酸化バリウム水溶液 水酸化ナトリウム水溶液 うすい硫酸 

エ 水酸化バリウム水溶液 水酸化ナトリウム水溶液 蒸留水 

オ 水酸化ナトリウム水溶液 水酸化バリウム水溶液 蒸留水 

カ 水酸化ナトリウム水溶液 水酸化バリウム水溶液 うすい硫酸 

問４ 下線部③について，⑴，⑵の問いに答えなさい。 

⑴ 発生する気体は何か。その化学式を書きなさい。 

⑵ 発生した気体が何であるかを確かめる方法と，その結果を簡潔に書きなさい。 

 

問１  

問２ 
(ア)  

(イ)  

問３  

問４ 

⑴  

⑵ 

方法  

結果  

 

【実験３】 
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問１ 蒸留水 

問２ 
(ア) 100 

(イ) 一定に保たれた 

問３ カ 

問４ 

⑴ Ｈ２ 

⑵ 
方法 火を近づける。 

結果 爆発して燃える。 

 

問１ 結果１より，液体Ａは，赤色リトマス紙にも青色リトマス紙にも変化しないので中性である。 

問２ 蒸留水の沸点は 100℃で，液体がすべて気体に変わるまで，その温度は変わらない。 

問３ 液体ＢとＣは結果１よりアルカリ性で，水酸化ナトリウム水溶液か水酸化バリウム水溶液である。液体Ｄは

うすい硫酸で，水酸化バリウム水溶液(液体Ｃとわかる)に加えると白い沈殿が生じる。 

問４ 酸性の水溶液に金属を加えると，水素Ｈ２が発生する。水素は火を近づけると燃えて水を生じる。 
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【過去問 59】 

実験１，実験２について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2007 年度） 

【実験１】 黒っぽい酸化銀の粉末 2.90ｇを試験管に入れた。次に，図のような
そう

装
ち

置で試験管を一定時間加熱したのち，試験管内の物質の質量を測定する
そう

操
さ

作をくり返し行った。表は，加熱の回数と加熱後の試験管内の物質の質

量をまとめたものである。なお，５回目以降は，加熱をくり返しても質量

の変化はなかった。その後，試験管内の物質をとり出し，その性質を調べ

た。  

表  

加熱の回数 加熱前 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 

加熱後の物質の質量［ｇ］ 2.90 2.81 2.75 2.72 2.70 2.70 

問１ 加熱のあと，試験管からとり出した物質は白くなっていた。この物質の化学式を書け。また，この物質

は加熱前とは異なる性質を持っている。その性質を１つあげよ。 

問２ 加熱前の酸化銀に含まれていた酸素の質量は何ｇか。 

問３ 図のガスバーナーの使い方として誤っているものは，次のどれか。 

ア 
もと

元
せん

栓を開く前に，Ａ，Ｂのねじとコックがしまっているか確かめる。 

イ 空気の量を調節するには，ＡとＢのねじを
いっ

一
しょ

緒に回す。 

ウ 炎の色が青くなるように，ＢのねじをおさえながらＡのねじを回す。 

エ 火を消すときは，Ａ，Ｂの順にねじをしめたのち，コックと元栓を閉じる。 

【実験２】 実験１と同じ装置を用いて，炭酸水素ナトリウムの粉末を加熱し，発生する気体を集気びんに集め

た。また，試験管内部の様子も観察した。 

問４ この気体を確認する方法とその結果が正しいものは，次のどれか。 

ア 火のついた
せん

線
こう

香を近づけると，炎をあげて燃える。 

イ マッチの火を近づけると，爆発して燃える。 

ウ 
せっ

石
かい

灰
すい

水を入れてよく
ふ

振ると，白く
にご

濁る。 

エ 手であおぐようにしてにおいをかぐと，
し

刺
げき

激
しゅう

臭がする。 

問５ 試験管内部に液体が生じていた。この液体は何か。また，それを確かめるにはどうすればよいか。解答

用紙の（  ）に適語を入れ，文を完成せよ。 

この液体は（    ）であり，（    ）を用いて，その色の変化を調べる。 
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問１ 
化学式  

性質  

問２   ｇ 

問３  

問４  

問５ この液体は（    ）であり，（    ）を用いて，その色の変化を調べる。 

 

問１ 
化学式 Ａｇ 

性質 電気を通す。 

問２ 0.20 ｇ 

問３ イ 

問４ ウ 

問５ この液体は（水）であり，（塩化コバルト紙）を用いて，その色の変化を調べる。 

 

問１ ｢酸化銀→銀＋酸素」の反応。銀Ａｇは金属で，電気や熱をよく伝え，たたくと伸びる。 

問２ 加熱後に減少した質量分が酸素である。５回目のデータから，酸素の質量は 2.90－2.70＝0.20[ｇ]。 

問３ イで，ガス調節ねじＢをおさえて，空気調節ねじＡを回す。 

問４ 発生する気体は二酸化炭素である。 
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【過去問 60】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2007 年度） 

問２ 明雄は，台所にあるベーキングパウダーの成分表を見て，炭酸水素ナトリウムが含まれていることに気

づいた。炭酸水素ナトリウムに，酸性の水溶液を加えると気体が発生することを学んでいた明雄は，ベー

キングパウダーに食酢（酢）を加えて気体の発生を確認した。 

⑴ 炭酸水素ナトリウムを溶かした水溶液にフェノールフタレイン液を加えると，水溶液の色は①（ア う

すい赤色になる  イ 無色のままである）。また，食酢にＢＴＢ溶液を加えると，水溶液の色は②（ア 

緑色  イ 青色  ウ 黄色）になる。 

 ①，②の（ ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

  次に，明雄は，食酢の代わりにうすい塩酸を用いて炭酸水素ナトリウムと反応させ，化学変化の前後に

おける質量の変化を調べる実験を行った。 

◎明雄の行った実験 

１ 19図のように，電子てんびんにビーカーと薬包紙をのせ，

表示が 0.00ｇとなるようにセットした。 

２ 電子てんびんの示す値が 0.50ｇになるように炭酸水素ナ

トリウムを薬包紙にのせた後，20図のように，ビーカーにう

すい塩酸を 10.0cm3 入れて電子てんびんの示す値を読みと

り，反応前の質量とした。 

３ 薬包紙上の炭酸水素ナトリウムをビーカーに入れ，うすい

塩酸と混ぜて気体を発生させた。 

  その後，21図のように気体が発生しなくなってから，電子

てんびんの示す値を読みとり，反応後の質量とした。 

４ 炭酸水素ナトリウムの質量だけを変えて，同じ手順で実験

をくり返し行った。22表は，その結果を示したものである。 

 

 22表         

 炭酸水素ナトリウムの質量〔ｇ〕 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50  

 反応前の質量〔ｇ〕 11.41 11.91 12.41 12.91 13.41 13.91 14.41  

 反応後の質量〔ｇ〕 11.15 11.39 11.63 11.86 12.31 12.81 13.31  

          

⑶ 炭酸水素ナトリウムの質量と発生した気体の質量との関係を示すグラフをかきなさい。 

⑷ 炭酸水素ナトリウム 1.40ｇを完全に反応させるためには，この実験で用いたうすい塩酸が何 cm3必要

か。小数第２位を四捨五入して答えなさい。 
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問２ 

⑴ ①  ②  

⑶ 

 

⑷   cm3 

 

問２ 

⑴ ① ア ② ウ 

⑶ 

 

⑷ 6.7 cm3 

 

問２ ⑴ 炭酸水素ナトリウムを溶かした水溶液はアルカリ性，食酢は酸性である。 

⑶ 22表で，反応後の質量が反応前の質量より軽くなったのは，気体が発生したからで，発生した気体の質量は「反

応前の質量－反応後の質量」で求められる。 

⑷ ⑶の表より，うすい塩酸 10.0cm3と炭酸水素ナトリウム 2.10ｇが過不足なく反応する。炭酸水素ナトリウムが

1.40ｇのとき必要な塩酸は，10.0[cm3]×1.40[ｇ]÷2.10[ｇ]＝6.66…＝約 6.7[cm3]。 
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【過去問 61】 

次の問いに答えなさい。 

（大分県 2007 年度） 

問４ 酸化銅と炭素を混ぜて加熱したときの質量の変化を調べるために，次の実験を行った。 

 酸化銅 4.00ｇと炭素 0.10ｇをよく混ぜて，［図４］のような装置で加熱したところ，石灰水が白く

にごった。十分に加熱した後，加熱した試験管に残った固体の質量を測定した。 

 酸化銅 4.00ｇに混ぜる炭素の質量を変えて と同様の実験を行った。［図５］は，その結果をグラ

フに表したものである。 

  

① 酸化銅が炭素によって銅に還元されるときの化学変化を，化学反応式で表しなさい。 

② で，0.15ｇの炭素を混ぜたとき，試験管に残った固体の質量は 3.60ｇであった。残った固体の中に単

体の銅は何ｇ含まれているか，求めなさい。 

 

問４ 
①  

②   ｇ 

 

問４ 
① ２ＣｕＯ＋Ｃ→２Ｃｕ＋ＣＯ２ 

② 1.60（1.6） ｇ 

 

問４ 酸化銅ＣｕＯと炭素Ｃが反応して，銅Ｃｕと二酸化炭素ＣＯ２ができる。 

② [図５]より，炭素が 0.3ｇのとき，酸化銅中の酸素はすべて炭素と化合し，銅が 3.2ｇ還元されている。炭素が

0.15ｇでは，銅は半分の 1.6ｇしか還元されていない。 
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【過去問 62】 

直美さんは，夏休みに行われた実験教室に参加し，気体に関する実験を行った。次の資料は，そのときに配

られ，直美さんが記録をしたものであり，下の文は，実験教室の後に直美さんが書いたまとめである。下の問１

～問３の問いに答えなさい。 

（宮崎県 2007 年度） 

〔資料〕 

夏休み実験教室 

ボンベＡ～Ｄの中に酸素，水素，窒素，二酸化炭素のどれかが入って

います。 

実験①『気体を集め，燃やしてみよう！』 

ボンベＡ～Ｄのそれぞれの気体を集め，試験管の口に，マッチの火を

近づけてみよう。 

結果を下の記録表に書いてみよう。  

実験②『気体シャボン玉をつくってみよう！』 

ボンベＡ～Ｄの気体で，シャボン玉をつくってみよう。 

結果を下の記録表に書いてみよう。 

 

 

 記録表 

  ボンベＡ ボンベＢ ボンベＣ ボンベＤ 

 
実験① 

音をたてて 

燃えた 

炎が少し 

大きくなった 

すぐに火が 

消えた 

すぐに火が 

消えた 

 
実験② 

すばやく 

上がった 

ゆっくりと 

落ちた 

空気中に 

ただよった 

すばやく 

落ちた 

      

考えてみよう ボンベＡ～Ｄの気体は何だろう？ 
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〔まとめ〕 

【参加した感想】 

ボンベＡの気体のシャボン玉が，すばやく上がったのには驚きました。このことは，ボンベＡの気体

に ア より イ という性質があるからです。 

また，実験①で ウ という方法で気体を集めたり，気体を燃やしたりするなど，以前，授業で学

んだことをいかすことができて，良かったと思いました。 

【わかったこと】 

ボンベＡの気体は，音をたてて燃えたことから， エ であることがわかりました。このとき，ａ気

体が燃えて水ができたと考えました。 

また，ボンベＢの気体は，マッチの炎が少し大きくなったことから， オ であることがわかりま

した。 

ボンベＣとボンベＤの気体は，マッチの火を近づけただけではわかりませんでしたが，ボンベＣの

気体はシャボン玉のようすから カ だとわかりました。 

シャボン玉のようすから，ボンベＤの気体が何であるかは予想できますが，授業で学んだｂ別の実

験で，はっきりと確認できると思いました。 

問１ 上の文の ア ～ カ に最も適切な言葉を入れなさい。 

問２ 下線部ａの変化を，化学反応式で書きなさい。 

問３ 下線部ｂについて，最も適切な確認方法を書きなさい。 

 

問１ 

ア  イ  

ウ  エ  

オ  カ  

問２  

問３  

 

問１ 

ア 空気 イ 軽い 

ウ 水上置換法 エ 水素 

オ 酸素 カ 窒素 

問２ ２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ 

問３ 
例 

石灰水に通すと白くにごる。 

 

問１ 実験②で，シャボン玉が上がるときは空気より軽く，ただようときは空気とほぼ同じくらいの重さ，落ちる

ときは空気より重い。マッチの火を近づけると，水素は気体自身が燃え，酸素は他のもの(マッチ)を燃やし，窒素

や二酸化炭素では火が消える。 

問２ 水素Ｈ２が燃えて(酸素Ｏ２と化合)水Ｈ２Ｏができる。 

問３ ボンベＤの気体は二酸化炭素で，石灰水に通すと白くにごる。 
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【過去問 63】 

次のⅡについて問いに答えなさい。 

（鹿児島県 2007 年度） 

Ⅱ エネルギーにはいろいろなすがたがある。 

問１ 図１のように，フィルムケースに鉄粉を入れ，食塩水を数滴たら

し，ガラス棒でよくかき混ぜると温度が上がった。 

⑴ 鉄粉は空気中の酸素と反応している。このように，物質が酸素と結

びつく反応を何というか。 

⑵ この反応で温度が上がったのは，物質のもっているエネルギーが熱

エネルギーに移り変わり，放出されたためである。物質がもっている

このエネルギーを何というか。 
 

 

Ⅱ 問１ 
⑴  

⑵  

 

Ⅱ 問１ 
⑴ 酸化 

⑵ 化学エネルギー 

 

Ⅱ 問１「鉄＋酸素→酸化鉄」の酸化反応で，化学エネルギーが熱エネルギーに変わっている。 
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【過去問 64】 

次のⅡについて各問に答えなさい。 

（鹿児島県 2007 年度） 

Ⅱ 次の①～⑤の方法で，うすい塩酸に石灰石の粉末を加えて発生する気体の

質量を調べる実験を行った。 

実験 

① 質量 59.0ｇのビーカーに，うすい塩酸を 50.0ｇとった。 

② このビーカーに，図１のように石灰石の粉末 1.0ｇを加えると，気体

が発生した。 
 

③ 気体が発生しなくなったところで，図２のようにビーカー全体の質量

をはかった。 

④ このビーカーに，さらに石灰石の粉末 1.0ｇを加え，③と同じ方法で

質量をはかった。 

⑤ 加えた石灰石の粉末の質量の合計が 5.0ｇになるまで，④と同じ操作

をくり返した。  

下の表は，加えた石灰石の粉末の質量の合計と，気体が発生しなくなったときのビーカー全体の質量を表した

ものである。ただし，反応前後の質量の差は，すべて発生した気体の質量とする。 

表      

 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 

加えた石灰石の粉末の質量の合計[ｇ] 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 

気体が発生しなくなったときのビーカー 

全体の質量[ｇ] 
109.6 110.2 111.0 112.0 113.0 

問１ この実験で発生する気体は，木や木炭などの成分の１つである炭素を空気中で燃焼させるとできる気体

と同じである。この気体の分子のモデルをかけ。ただし，炭素原子のモデルを●，酸素原子のモデルを○

とする。 

問２ １回目で発生した気体の質量は何ｇか。また，気体が発生したのは何回目までか。 

問３ この実験で用いたうすい塩酸 50.0ｇと，過不足なく反応させるために必要な石灰石の粉末の質量は何ｇ

か。 

 

Ⅱ 

問１  

問２ 
質量   ｇ 

  回目 

問３   ｇ 
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Ⅱ 

問１  

問２ 
質量 0.4 ｇ 

３ 回目 

問３ 2.5 ｇ 

 

Ⅱ 問２ 最初の全体の質量は，59.0＋50.0＋1.0＝110.0[ｇ]。発生した気体は，110.0－109.6＝0.4[ｇ]。４回目

からは，発生した気体はいずれも 1.0ｇで３回目と変わらず，気体は発生していない。 

問３ １回目では石灰石 1.0ｇから気体が 0.4ｇ発生し，２回目では 2.0ｇから 0.8ｇ発生している。最終的には，

気体の発生は 1.0ｇで終わっている。このときの石灰石は，1.0[ｇ]×1.0[ｇ]÷0.4[ｇ]＝2.5[ｇ]。 
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【過去問 65】 

次の【Ａ】の各問いに答えなさい。 

（沖縄県 2007 年度） 

【Ａ】 金属の酸化と還元についての問題である。 

問１ 私たちの身の回りでよく用いられているある金属の単体は，その金属の酸化物を加熱しては得られない

ため，古くから木炭などの炭素からなる物質を使って還元し，取りだしてきた。その金属単体の名前を，

次のア～オから１つ選び記号で答えなさい。 

ア 鉄 イ 金 ウ アルミニウム エ 銀 オ マグネシウム 

問２ 下の   内は，（Ｉ）の化学反応について説明したものである。文中の（ ① ）～（ ④ ）に適

当な語句を入れて文を完成させ，その（ ② ）と（ ③ ）に入る語句の組み合わせを，次のア～オか

ら１つ選び記号で答えなさい。 

酸化銅 ＋ 炭素 → 銅 ＋ 二酸化炭素 …(Ｉ) 

（ ① ）が酸化されて（ ② ）になった。また，（ ③ ）が還元されて（ ④ ）になった。 

ア ②銅，③炭素 イ ②銅，③酸化銅 ウ ②二酸化炭素，③炭素 

エ ②二酸化炭素，③酸化銅 オ ②酸化銅，③二酸化炭素 

問３ 酸化銅は，水素でも還元することができる。そのことについて 内の（   ）に適当な 

化学式を入れ，化学反応式を完成させなさい。 

ＣｕＯ ＋ Ｈ２ → （ ）＋（ ） 

問４ 私たちの身の回りで見られるさびも酸化のひとつである。身近にある金属の加工品は，さびをふせぐた

め表面を
と

塗
そう

装したり，酸化物の
まく

膜でおおったりとさまざまな工夫がされている。この目的について述べた 

内の文の（   ）に最も適当な語句を入れ，文を完成させなさい。 

 空気中の（   ）と金属が
ふ

触れるのを（   ）ため 

 

問１  

問２  

問３ （    ） ＋ （    ） 

問４ 空気中の（   ）と金属が触れるのを（    ）ため 
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問１ ア 

問２ エ 

問３ （ Ｃｕ ） ＋ （ Ｈ２Ｏ ） 

問４ 空気中の（ 酸素 ）と金属が触れるのを（ 防ぐ ）ため 

 

問１ 鉄鉱石(酸化鉄が主成分)は，「酸化鉄＋炭素→鉄＋二酸化炭素」の反応で取りだす。 

問２ 酸化は酸素との化合(炭素＋酸素→二酸化炭素)，還元は酸化物(酸化銅)から酸素をうばう反応。 

問３ 酸化銅ＣｕＯを水素Ｈ２と反応させると，銅Ｃｕと水Ｈ２Ｏができる。 
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【過去問 66】 

鉄粉 14ｇと
い

硫
おう

黄の粉末８ｇをよく混ぜ合わせた後，試験管Ａと

Ｂに分け入れ，実験１と実験２を行った。次の各問いに答えなさい。 

（沖縄県 2007 年度） 

実験１：図１のように，試験管Ａを加熱したら黒い物質ができた。

これを十分冷やした後，黒い物質の一部をうすい塩酸に加え

たら気体ａが発生した。 

実験２：試験管Ｂの混合物の一部を，うすい塩酸に加えたら気体ｂ

が発生した。 

 

問１ 発生した気体ａと気体ｂで，刺激の強いにおいがした気体はどれか。最も適当なものを，次のア～エか

ら１つ選び記号で答えなさい。 

ア 気体ａと気体ｂ イ 気体ａのみ ウ 気体ｂのみ エ どちらでもない 

問２ 実験１の黒い物質の名前を漢字で答えなさい。 

問３ 下の⑴は鉄の原子を●，硫黄の原子を○で表し，鉄と硫黄の化学反応をモデルで表そうとしたものであ

る。
Ⅰ
    ，

Ⅱ
    に●，○を用いて化学反応のモデルを完成させなさい。 

Ⅰ ●Ⅰ  ＋ Ⅰ     → Ⅱ     …⑴ 

問４ 鉄・硫黄・黒い物質を，単体と化合物に分類したとき，正しいものを次のア～オから１つ選び記号で答

えなさい。 

ア 黒い物質は単体で，鉄と硫黄は化合物である。 

イ 硫黄は単体で，鉄と黒い物質は化合物である。 

ウ 鉄は単体で，硫黄と黒い物質は化合物である。 

エ 硫黄と黒い物質は単体で，鉄は化合物である。 

オ 鉄と硫黄は単体で，黒い物質は化合物である。 

 

問１  

問２  

問３  Ⅰ
    ，

Ⅱ
    

問４  

 

問１ イ 

問２ 硫化鉄 

問３  Ⅰ
 ○  ，

Ⅱ
 ●○  

問４ オ 
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問１ 加熱した黒い物質からの気体ａはにおいがするが，気体ｂは水素で，においはしない。 

問２ 「鉄＋硫黄→硫化鉄」の反応である。 

問３ 化学反応式では，Ｆｅ＋Ｓ→ＦｅＳ。 

問４ 鉄Ｆｅと硫黄Ｓは，１種類の原子からなる単体。硫化鉄ＦｅＳは２種類の原子が化合した化合物。 

 

 


